
御前崎海岸
（令和３年11月17日撮影）
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開催年月日 主な検討内容

第１回（平成16年６月25日）

天
竜
川
以
西

天竜川西側区間の侵食問題の把握

第２回（平成16年10月21日） 侵食の原因と県の対策の取り組み紹介

第３回（平成17年６月９日） 各地先海岸の侵食状況と平成17年度事業

第４回（平成17年９月14日） ・遠州灘沿岸侵食対策についての緊急提言（第５回）
・浜松篠原海岸の侵食対策工法の検討
・今切口-新居海岸サンドバイパス検討
・モニタリング結果報告

第５回（平成17年12月15日）

第６回（平成18年７月14日）

第７回（平成18年９月20日）

第８回（平成19年３月６日）

第９回（平成19年８月８日）

県
境
～
御
前
崎

遠州灘全域の侵食問題の把握

第10回（平成20年２月８日） 天竜川東側のブロック毎の問題点検討、モニタリング結果報告

第11回（平成20年７月16日） 竜洋海岸の侵食対策工法の検討

第12回（平成21年９月14日） ・浜松篠原海岸の補助事業について（今後の課題）
・天竜川の河道掘削土砂を活用した養浜の実施方針
・遠州灘沿岸土砂管理ガイドライン

第13回（平成22年９月10日） ・浜松篠原海岸の評価と今後
・遠州灘沿岸海岸保全マニュアル（案）
※相良海岸を検討対象範囲に含めることを承認

第14回（平成24年３月22日）

県
境
～
相
良

・台風15号来襲後の海岸の状況、漂砂調査結果など

・緊急の課題がある海岸の課題と方向性
・相良海岸の現状と今後の方向性

第15回（平成25年４月23日） ・浜松五島海岸（河口部）の侵食対策方針
・御前崎海岸の侵食メカニズム

≪これまでの侵食対策検討委員会での主な検討内容（1/2）≫ 1



開催年月日 主な検討内容

第16回（平成26年１月９日）

県
境
～
相
良

・台風による海岸への影響と対応
・御前崎海岸の侵食メカニズムと対策の方向性
・浜松五島海岸の突堤設計について

第17回（平成26年６月３日） ・御前崎海岸の侵食対策
・浜松篠原海岸の養浜検証
・福田漁港・浅羽海岸サンドバイパスシステムのモニタリング

第18回（平成27年３月13日） ・浜松篠原海岸の養浜計画検証
・福田漁港・浅羽海岸サンドバイパスシステムのモニタリング

第19回（平成28年１月19日） ・浜松篠原海岸侵食対策の今後の方針

第20回（平成28年10月18日） ・浜松篠原海岸の追加検討
・遠州灘沿岸の長期的対策

第21回（平成30年７月26日） ・侵食状況の評価方法の改善
・遠州灘沿岸の長期的対策の検討（天竜川東側）

第22回（平成31年３月19日） ・台風による海岸への影響と対応
（浜松五島海岸、竜洋海岸）

・遠州灘沿岸の長期的対策の検討（天竜川西側）

第23回（令和２年７月31日） ・台風による海岸への影響と対応
（竜洋海岸、浅羽海岸、浜松篠原海岸）

・遠州灘沿岸の長期的対策の検討
（海岸保全上、天竜川に期待する供給土砂量の検討）

第24回（令和３年３月25日） ・浜松篠原海岸の対策方針
・長期的な海岸保全に向けた総合的土砂管理の推進

≪これまでの侵食対策検討委員会での主な検討内容（2/2） ≫ 2



委 員 会 議 事

１．前回委員会における意見と対応

２．モニタリング結果に基づく現状評価と対応方針

２－１ 各海岸の対策

２－２ 波浪の来襲状況

２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果

２－４ 現状評価と対応方針

３．報告事項

３－１ 浜岡・御前崎・相良海岸の侵食対策の検討状況

３－２ 漁業と連携した海底地形モニタリングの実用化に向けた検討状況

３－３ 中間とりまとめの作成状況

3



１．前回委員会における意見と対応
4



１．前回委員会における意見と対応

モニタリング結果に基づく現状評価と対応方針について

5

番
号

意 見 対応内容
該当
ページ

1 • 浜岡・御前崎海岸の侵食要因のひとつとして、地殻変動が挙げられ
ており、御前崎周辺では年間７mm～８mm沈降しているデータもある
なかで、地殻変動のモニタリングはどのように実施しているのか。

• 国土地理院海岸昇降検知センターの観測
データを収集し、地殻変動量を確認した。
沈下の傾向に変化は見られない。

別紙
資料集

p.55

2 • 浜岡・御前崎・相良海岸は、相互に関係すると考えられるため統合
的に考えていく必要がある。土砂収支を算出し、各海岸の維持に必
要な養浜量を把握するなど、侵食開始時期の2005年頃からの解析を
実施してはどうか。

• 各海岸の養浜量の把握のため、御前崎海岸
は2003年、マリンパーク御前崎および相良
片浜海岸は2009年、相良須々木海岸は1990
年以降の土砂変化量を整理した。

３章
p.54，
p.58

3 • 相良片浜海岸では1995年以降、2011年１月まで汀線が前進し、その
後、後退している。この間、付近の海岸は汀線が前進していない。
相良片浜海岸の侵食土砂はどこに行ったのか。

• 相良片浜海岸で広域の深浅測量が開始され
た2009年以降の測量成果による土砂変化量
や駿河海岸保全検討委員会資料（静岡河川
事務所ＨＰ公開）等を整理した。

３章
p.54,58

別紙
資料集
p.62-63

4 • 浅羽海岸の浜幅・海浜断面積指標の時系列データを見ても、2020年
の急激な侵食は予測できなかったのではないか。現指標の基準値の
妥当性や他のモニタリング指標があるのか検討すべきではないか。

• 浅羽海岸の深みの形成について、深浅測量
から深みの形成状況を確認した。

２章
p.26-
29

5 • 竜洋海岸で計画されている離岸堤嵩下げが２基残っている以上、河
川から土砂が出てきても下手に供給されにくく、現在の規模の養浜
を継続的に実施しなければならないため、離岸堤の嵩下げは確実に
進めるべき。

• R3深浅測量から嵩下げした３号離岸堤周辺
の地形変化状況を確認した上で、残る２基
の離岸堤嵩下げ工事を進めていく。

２章
p.23

6 • 浅羽海岸・福田漁港サンドバイパスシステム（SBS）による土砂移
動量が計画に対して不足していることで、航路への土砂堆積が進む
など周囲への影響が出ていないか。また、浚渫土砂の直接投入によ
り土砂堆積は進んでいないか。

• 最近の2020～2021年の航路への土砂堆積状
況を漁業と連携した海底地形モニタリング
結果から確認した。

別紙
資料集

p.43

7 • SBSの運転状況やその効果について、市民に分かりやすく説明をし
てもらいたい。

• SBSの情報公開を目的に、周辺住民対象の
説明会を予定している。コロナ状況が落ち
着いた時点で開催できるよう、調整を図っ
ている。

２章
p.30



１．前回委員会における意見と対応

浜松篠原海岸の対策方針について

6

番
号

意 見 対応内容
該当
ページ

8 • 浜松篠原海岸は、沖合まで含めると20万m3/年のペースで侵食が進
行しているが、この欠損に対する手当は、総合土砂管理計画によ
り河口から出てくる土砂を待つこと以外は示されていない。年間
５万m3の養浜を再開しても細砂で形成される沖合の侵食は継続する。
全体の侵食量からすると年間５万m3の養浜量は少ないように感じる。

• 養浜再開後の状況をモニタリングしなが
ら、必要に応じて計画養浜量の見直しを
行っていく。

２章
p.20
３章
p.93

9 • 浜松篠原海岸の養浜再開に関し、実績に基づく現在の検討結果を
もって当面、年間５万m3で事業を再開するという考え方は理解でき
るが、本来は外力条件や沖合侵食の条件を見直して将来予測計算
を実施し、必要養浜量を出し直すべきだと考える。

• 長期的な海岸保全の検討では、「浜松篠
原海岸では6.5万m3/年の養浜が必要」と
いう結果を得ている。

• 養浜再開後の状況をモニタリングしなが
ら、必要に応じて計画養浜量の見直しを
行っていく。

２章
p.20
３章
p.93

その他、侵食対策全般について

番
号

意 見 対応内容
該当
ページ

10 • 本検討委員会は、15年以上継続しており、開始当初には「緊急提
言」を出している。検討を継続してきたがゆえに分かった当初予
測と違ったこと、合っていたこと、新しい知見などを振り返って
取りまとめてはどうか。

• 「緊急提言」に基づく対策の実施状況や、
海岸毎の検討経緯（外力条件、境界条件
等）、対策実施状況、対策の効果、課題
等を取りまとめる。
（対象海岸）新居海岸、浜松篠原海岸、
浜松五島海岸、竜洋海岸、浅羽海岸、
御前崎海岸

３章
p.71-93



２．モニタリング結果に基づく現状評価と対応方針
7

２－１ 各海岸の対策

２－２ 波浪の来襲状況

２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果

２－４ 現状評価と対応方針



• 河口部の浜松五島海岸・竜洋海岸では、計画量７万m3/年（それぞれ３万m3/年・４万m3/年）に対し、11.4万
m3の養浜を実施中。このうち天竜川からの確保は10.9万m3の見込みである。

• 浜松篠原海岸では、今年度から養浜を再開し、2.3万m3の養浜を実施中。
• 浅羽海岸では、福田漁港サンドバイパスの計画量８万m3/年に対して3.0万m3の養浜を実施中。
• 御前崎海岸では、マリンパーク御前崎からのサンドリサイクル養浜を0.5万m3実施した。

２－１ 各海岸の対策（2021(令和３)年度） 8

天
竜
川

御前崎

今切口

福田漁港
⑧

⑤⑥
④ ②①

③

⑦

海岸 種別 計画 2020(R2)年度までの実績 2021(R3)年度の対策 場所

天
竜
川
西
側

浜松五島
養浜 ３万m3/年 平均0.8万m3/年（2012年～2020年） ①2.7万m3（天竜川掘削土砂ほか） 河口付近

構造物等 突堤１基 汀線付近より陸側70m ②陸上部完了（実績168m/計画235m）

浜松篠原
養浜

５万m3/年 平均7.7万m3/年（2004年～2015年） ③2.3万m3 （秋葉ダム堆積土砂ほか） 馬込川導流堤下

手

構造物等 離岸堤３基 離岸堤３基 ―

天
竜
川
東
側

竜洋

養浜 ４万m3/年 平均3.5万m3/年（2011年～2020年） ④8.7万m3（見込、天竜川掘削土砂） 離岸堤群下手

構造物等
離岸堤嵩下げ５基
離岸堤１基

離岸堤嵩下げ３基
離岸堤１基

―

福田漁港
浅羽

養浜
８万m3/年 (ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ
ｼｽﾃﾑによる土砂移動)

平均4.7万m3/年（2013年～2020年） ⑤ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽｼｽﾃﾑ：2.5万m3

⑥0.5万m3（天竜川掘削土砂ほか）
浅羽海岸西端

大浜海岸 養浜 計画なし 1.4万m3（2019年～2020年） ⑦1.2万m3（自転車道堆積砂）

御前崎 養浜
計画なし 平均1.2万m3/年（2007年～2020年） ⑧0.5万m3（マリンパーク浚渫土砂） 御前崎海岸

白羽地区



２．モニタリング結果に基づく現状評価と対応方針

２－１ 各海岸の対策

２－２ 波浪の来襲状況

２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸の現状評価

２－４ 現状評価と対応方針
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２－２ 波浪の来襲状況（2021(令和３)年） 10

■2021(R3)年の有義波高、有義波周期、波向、潮位の時系列

（波浪：竜洋観測所、潮位：舞阪検潮所）

• 2021(R3)年は、台風９号来襲時に有義波高5.8mを観測した。

-2

-1

0

1

2

潮
位
(
T
.
P
.
,
m
)

01月 02月 03月 04月 05月 06月 07月 08月 09月 10月 11月 12月



■竜洋観測所における有義波高上位(1998(H10)年４月～)

【遠州灘沿岸海岸の計画外力（50年確率波）】

沖波波高H0=9.0m、沖波周期T0=17.0s

２－２ 波浪の来襲状況（2021(令和３)年） 11
• 2021(R3)年は台風９号（ピーク:８月９日）来襲時の波高5.8m、周期11.4sが最大であった。1998(H10)年４

月以降の観測有義波高上位10位の波高に比べると、波高の規模は小さい状況であった。

福田漁港

竜洋観測所（波浪）
沖合距離：2.0km
設置水深：40m

天
竜
川

波向

1位 2018（H30）年台風24号 13.3 17.0 SSW 10月1日0時20分 14 1.17 10月1日0時
浜岡海岸の護岸被災
竜洋海岸農林堤被災

2位 2014（H26）年台風18号 11.7 15.4 SSW 10月6日8時10分 10 0.83 10月6日8時
浜松篠原海岸3号離岸堤～舞阪海
岸、竜洋海岸6号離岸堤下手の汀線
後退が顕著

3位 2011（H23)年台風15号 11.7 15.9 欠測 9月21日14時 33 1.36 9月21日15時 竜洋海岸農林堤前面の異常侵食

4位 2012（H24)年台風17号 11.5 14.1 SSW 9月30日20時 9 1.31 9月30日19時

5位 2012（H24)年台風4号 11.1 15.8 SSW 6月19日22時 20 1.12 6月19日22時

6位 2009（H21)年台風18号 10.8 13.9 SSW 10月8日5時 15 1.15 10月8日7時 佐倉御前崎港線の決壊・通行止め

7位 2018（H30)年台風21号 10.1 14.6 SSW 9月4日17時10分 24 0.93 9月4日17時 浜松五島海岸4号離岸堤被災

8位 2013（H25)年台風18号 9.5 13.9 S 9月16日9時10分 29 0.82 9月16日4時
天竜川河口右岸(浜松五島海岸)の
自転車道や消波堤が被災

9位 2017（H29)年台風21号 9.4 15.0 S 10月23日2時50分 28 1.25 10月23日8時 確認されず

10位 2013（H25)年台風26号 9.3 16.3 S 10月16日5時00分 28 1.07 10月16日5時 中田島砂丘内に越波し海水が湛水

－ 2021（R03)年台風9号 5.8 11.4 SSW 8月9日14時30分 20 1.05 8月9日19時 確認されず

※2012（H24)年以前は毎正時データ、2013（H25)年以降は10分毎データ

※潮位は舞阪検潮所観測データ

天竜川河口右岸(浜松五島海岸)の
堤防前面部における砂浜が消失

潮位
（T.P.ｍ）

最高潮位
観測時刻

主な被害内容
有義波高3ｍ以上

の継続時間
順位 気象要因

有義波高
（ｍ）

有義波周期
（ｓ）

最大有義波高
観測時刻



２．モニタリング結果に基づく現状評価と対応方針
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２－１ 各海岸の対策

２－２ 波浪の来襲状況

２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果

２－４ 現状評価と対応方針



２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸 13

浜松五島海岸

浜松篠原海岸

舞阪海岸
浜名港海岸 新居海岸

湖西海岸

今
切
口

馬
込
川

天
竜
川

2021年８,９月撮影

離岸堤
1号 2号 3号

突堤

竜洋海岸

天
竜
川

磐田海岸

福田海岸

太
田
川

福田漁港海岸

浅羽海岸大須賀海岸
大浜海岸

浜岡海岸

御前崎海岸

弁
財
天
川

東
大
谷
川

竜
今
寺
川

菊
川

新
野
川

筬
川

中
西
川

2021年７,８,９月撮影

遠州灘広域（西側）

遠州灘広域（東側）

■遠州灘沿岸の航空写真（2021(R3)年７～９月撮影）



２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
広域 天竜川西側の汀線変化状況（長期）

■1962(S37)年11月～2021(R3)年８,９月（59年間）の汀線変化

離岸堤3基整備離岸堤,消波堤整備

1962（S37)年11月-2021（R3)年8,9月

2005（H17)年1月-2021（R3)年8,9月

養浜 5.7万ｍ3

（H21,22，
天竜川河道ほか）

養浜 17.7万ｍ3

（H16～R3.6，
天竜川河道ほか）

養浜 11.4万ｍ3

（H17,18,20，
海上運搬・投入）

離岸堤3基整備

養浜 85.9万ｍ3（H18～R3.7，天竜川河道ほか）
95.4万ｍ3（H15～R3.7，天竜川河道ほか）
うち、H28～R2は養浜休止、R3～養浜再開

←目標浜幅

※浜幅：護岸位置もしくは保安林前縁位置からの距離

0 5 10 15 20 25 30

沿岸方向距離 X(km)

■2005(H17)年１月～2021(R3)年８,９月（16年間）の汀線変化

■浜幅の沿岸方向分布

0 5 10 15 20 25 30
沿岸方向距離 X(km)

0 5 10 15 20 25 30
沿岸方向距離 X(km)

天竜川河口に近い範囲で後退、浜松篠原海岸の3号離岸堤以西から今切口にかけて前進、新居海岸で後退、湖西海岸は安定・前進

対策実施箇所は天竜川に近い箇所を除き安定・前進傾向、浜松篠原海岸の3号離岸堤以西で後退傾向、今切口周辺および以西は安定

2005(H17)年の対策開始後、浜松五島海岸突堤西側を除く全域で防護上必要な浜幅は確保できている。浜松五島海岸では今年度養浜を合計2.7万m3実施予定

突堤整備

14

養浜実績の緑字は養浜の供給源を示す

※2021年浜幅データは撮影時期が異なり例年と違う傾向がある



２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
広域 天竜川西側の汀線変化状況（近２年）

■ 2020(R2)年１月～2020(R2) 年11月（１年間）および2020(R2) 年11月～2021(R3) 年８,９月（１年間）の汀線変化

2020（R2)年11月-2021（R3)年8,9月

←目標浜幅

※浜幅：護岸位置もしくは保安林前縁位置からの距離

0 5 10 15 20 25 30
沿岸方向距離 X(km)

■浜幅の沿岸方向分布（2020年～2021年）

0 5 10 15 20 25 30

沿岸方向距離 X(km)

2021年８,９月時は台風９号,14号来襲後の状況であり、浜松五島海岸突堤周辺では汀線の後退が見られる。他海岸は2020年の汀線前進箇所で汀線が後退して
いるが顕著な侵食箇所は見られない。浜松篠原海岸は2020年に中田島砂丘～1号離岸堤にかけて汀線後退が顕著であったが、2021年時にやや回復が見られる

2020(R2)年～2021(R3)年まで浜松五島海岸突堤西側を除く全域で防護上必要な浜幅は確保できている。浜松五島海岸では今年度養浜を合計2.7万m3実施予定

15

養浜実績の緑字は養浜の供給源を示す

養浜 0.5万ｍ3

（R3.5-6，
浜名湖浚渫土砂）

2020（R2)年1月-2020（R2)年11月

0 5 10 15 20 25 30
沿岸方向距離 X(km)

養浜 0.8万ｍ3

（R2，
馬込川,

浜名湖浚渫土砂）



２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
広域 天竜川東側の汀線変化状況（長期）

←目標浜幅

※浜幅：護岸位置もしくは保安林前縁位置からの距離

1962（S37)年11月-2021（R3)年7,8,9月

2005（H17)年1月-2021（R3)年7,8,9月

■2005(H17)年１月～2021(R3)年７,８,９月（16年間）の汀線変化

■浜幅の沿岸方向分布

竜洋海岸離岸堤群下手～磐田海岸で後退、福田海岸で前進、浅羽海岸西側で後退、浅羽～大浜海岸は安定・前進、浜岡～御前崎海岸は後退

1962(S37)年からの変化と概ね傾向は変わらない、竜洋海岸は離岸堤背後で前進、浅羽海岸は後退域が拡大

2005(H17)年から竜洋海岸の一部、浜岡海岸、御前崎海岸で目標浜幅を下回る箇所が現れている

051015202530

沿岸方向距離 X(km)

3540

051015202530

沿岸方向距離 X(km)

3540

離岸堤
5基整備

養浜 17.1万m3

（H19～R3.7，浜岡原発，ﾏﾘﾝﾊﾟｰｸほか）

離岸堤
1基整備突堤

導流堤導流堤

福田漁港SBS養浜 38.7万m3

（H25-R2）

養浜 36.2万m3

（H21～R2，天竜川河
道ほか）

防波堤

■1962(S37)年11月～2021(R3)年７,８,９月（59年間）の汀線変化

養浜 18.1万m3（H17～24，福田漁港浚渫ほか）
151.8万m3（S56～24，福田漁港浚渫ほか）

16

養浜実績の緑字は養浜の供給源を示す

養浜 1.2万m3（R1～R3.6，福田漁港浚渫,太田川浚渫）

砂浜些少 051015202530

沿岸方向距離 X(km)

3540

養浜 1.4万m3

（R1～2，自転車道・
保安林堆積土砂）

砂浜消失砂浜消失

※2021年浜幅データは撮影時期が異なり例年と違う傾向がある



２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
広域 天竜川東側の汀線変化状況（近２年）

■浜幅の沿岸方向分布（2020年～2021年）

2020年11月に浜岡海岸、御前崎海岸で減少した浜幅が2021年７,８,９月にやや回復している

2020（R2)年11月-2021年（R3）年7,8,9月

天竜川河口左岸は継続して後退、その他は一定の傾向を示していない

砂浜消失

←目標浜幅

※浜幅：護岸位置もしくは保安林前縁位置からの距離

砂浜些少

■ 2020(R2)年１月～2020(R2) 年11月（１年間）および2020(R2) 年11月～2021(R3) 年７,８,９月（１年間）の汀線変化

051015202530

沿岸方向距離 X(km)

3540

突堤
防波堤

導流堤導流堤

養浜 8.7万m3予定
（R3.6～，天竜川河道）

養浜 0.5万m3

（R3，ﾏﾘﾝﾊﾟｰｸ）

051015202530

沿岸方向距離 X(km)

3540

17

養浜実績の緑字は養浜の供給源を示す

養浜 0.3万m3（R3，太田川浚渫）

離岸堤
1基嵩下げ

砂浜消失

養浜 1.2万m3予定
（R3.7～R4.3，保安林堆積土砂）

福田漁港SBS養浜
2.5万m3見込み（R3）

2020（R2)年1月-2020年（R2）年11月

051015202530

沿岸方向距離 X(km)

3540

突堤
防波堤

導流堤導流堤

養浜 9.1万m3

（R2，天竜川河道）

養浜 1.6万m3

（R2，ﾏﾘﾝﾊﾟｰｸ，筬川河口）
養浜 0.9万m3（R2，福田漁港浚渫）

離岸堤
1基嵩下げ

養浜 0.7万m3

（R2，保安林堆積土砂）

福田漁港SBS養浜 2.7万m3

（R2）

養浜 0.2万m3予定（R3.7～R4.3，天竜川河道）



出水前後の地形変化(５/21,７/３,８/15の３回の出水)

出水後に堆積

10号

ABからDの変化ＡＢからＥＦの変化

台風９号高波浪及び８/15出水前後の地形変化

DからEの変化ＤからＥの変化

２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
台風９号前後、５～８月出水前後の天竜川河口周辺地形変化 18

• 台風９号時の８/９に有義波高5.8mを観測し、
８/15には大雨による出水が生じた。

• 漁業と連携した海底地形調査結果によると、
８/15出水後は河口前面にやや土砂の堆積が見
られる。また、台風９号による顕著な侵食箇
所等は見られない。

• 2021（R3）年は大きな出水が３回生じており、
河口前面に平均約１mの堆積が見られる。

【漁業と連携した海底地形調査】
この調査は、遠州漁協および浜名漁協所属のシラス漁船および
遊漁船で使用されている魚群探知機の水深・位置データを外部
記録媒体に記録し、深浅データを作成しているものである。
（三重大学と静岡県が協働で実施）
漁が行われている期間内で任意の時期を抽出できる。

天竜川掛塚水位観測所（左岸3.3km）

2020(R2)年

データ集計期間 AB D FG

出水 台風期

水
位
(掛

塚
)

波
浪
(竜

洋
)

取
得

デ
ー

タ
数

ＡＢ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

出水

台風２号
↓

９号
↓

14号
↓

16号
↓

5/21 7/3 8/15

波高5.8m→

データ集計期間

天竜川掛塚水位観測所
（左岸3.3km）

竜洋波浪観測所

天
竜
川

天
竜
川
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• 2021(R3)年は整備中の突堤より西側の１号消波堤背後のNo.144において浜幅と海浜断面積が基準値を下回っている。同様に
No.143付近の浜幅も狭い状態である。

• 2021(R3)年の養浜は上記区間を主体に2021年11月～2022年２月にかけて2.7万m3を実施した。養浜後のモニタリングを継続する。

２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
侵食対策事業を実施している海岸の浜幅・海浜断面積指標による安全度評価結果（浜松五島海岸）
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測線No.

基準海浜断面積

2020年11月

2021年12月

消波堤群離岸堤群

突堤

消波堤区間離岸堤区間

天竜川
～離岸堤

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

浜幅

海浜断面積

19

測線No.

20年度

21年度

浜幅(m)

海
浜

断
面

積
(m

2
)

(a)

(b)

(c)

(d)

54m

4,500m2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

消波堤区間離岸堤区間天竜川～離岸堤

2021年８,９月撮影

(a) (b) (b) (b) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a)
(a) (a) (d) (b) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a)

１号消波堤 ６号 ５号 ４号 ３号 ２号 １号離岸堤

突堤

１号消波堤

54m

4,500

※汀線変化状況と安全度評価における
2021年浜幅データは測量時期が異なる



• 2021(R3)年はすべての断面で浜幅が基準値を上回っている。中田島砂丘～１号離岸堤間（No.161～163）は2020(R2)年に汀線の
後退が見られたが、2021(R3)年はNo.161-1～162-1で浜幅の回復が見られる。

• 2021(R3)年は馬込川～砂丘上手、中田島砂丘前面では、浜幅は広いものの海浜断面積が基準値を下回っている（No.159-1～
161-1：(b)評価）。

２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
侵食対策事業を実施している海岸の浜幅・海浜断面積指標による安全度評価結果（浜松篠原海岸）
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測線No.

基準海浜断面積

2020年11月

2022年2月

離岸堤

馬込川～
砂丘上手

中田島砂丘
前面

離岸堤区間 離岸堤下手

浜幅

海浜断面積

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

20

測線No.

20年度

21年度

浜幅(m)

海
浜

断
面

積
(m

2
)

(a)

(b)

(c)

(d)

28m

6,000m2

１号 ２号 ３号
離岸堤 離岸堤区間

離岸堤下手中田島
砂丘前面

馬込川～
砂丘上手

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 2021年９月撮影

28m

6,000

※汀線変化状況と安全度評価における
2021年浜幅データは測量時期が異なる

(b) (b) (b) (b) (b) (b) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (b) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a)
(b) (b) (b) (b) (b) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a) (a)



２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
地形変化モニタリング結果（浜松篠原海岸）

• 浜松篠原海岸の養浜再開に伴い、汀線のモニタリングとして「簡易GPS汀線測量」を2020年度から開始しており、
2021年台風９号，16号来襲前の８月と来襲後の11月に実施した。

• 2020年７月時から2021年８月時にかけては顕著な汀線後退箇所は見られない。

• 台風９号,16号来襲後の11月時は馬込川西側の養浜箇所前面でやや汀線後退が見られるが、漂砂下手の中田島
砂丘～１号離岸堤上手間の汀線は安定した状態である。また、３号離岸堤背後～下手（西側）でやや汀線後退が
見られる。引き続き、冬季風浪後のモニタリングを実施していく。

2020年07月14日 10:00頃 T.P.+0.20m
2020年08月25日 10:00頃 T.P.+0.45m
2020年09月30日 10:00頃 T.P.+0.0m
2021年08月04日 15:00頃 T.P.+0.50m
2021年11月25日 13:00頃 T.P.+0.22m

簡易GPS汀線測量 取得時潮位

空中写真（3号離岸堤以西）：2021年9月20日14:00～17:00頃撮影（撮影時潮位 T.P.+0.03m～+0.68m）
空中写真（3号離岸堤以東）：2021年9月23日13:00～16:00頃撮影（撮影時潮位 T.P.-0.02m～+0.34m）

21

離岸堤
1号 2号 3号

←養浜
箇所

馬込川

※調査時の遡上帯の陸側を徒歩により計測
（潮位補正は行っていない）



５号離岸堤

①R2養浜実施箇所

2021年９月22日撮影（潮位T.P-0.01～-0.06m）

②6号離岸堤上手

６号離岸堤

③6号離岸堤下手

２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
竜洋海岸の状況 22

• 竜洋海岸では2018(H30)、2019(R1)年度に高波浪により農林堤（土塁）が被災し、災害復旧として農林堤の整
備が実施された。

• 天竜川掘削土砂を用いた養浜を2020(R2)年度は7.9万m3実施している。台風９号来襲後の９月時点では養浜材
の流出により、５号離岸堤背後は汀線が前進しトンボロ形成が見られる。また、養浜の寄与等により、砂浜些
少部の５号離岸堤下手、６号離岸堤下手の汀線は2020年に比べて前進が見られる。

→2021(R3)年度も計画量以上の養浜8.7万m3（見込み）の実施が可能であったため、モニタリングにより砂浜
些少部における養浜の効果を確認するとともに、侵食状況や現地の被災リスクを把握して管理者間で情報共
有を図る。

②
③

① 養浜実施

農林堤
災害復旧範囲

2021年８,９月撮影

R2養浜箇所
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２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
侵食対策事業を実施している海岸の浜幅・海浜断面積指標による安全度評価結果（竜洋海岸）

• 2022(R4)年１月はすべての断面で基準浜幅と基準海浜断面積を上回っている。

• ５号離岸堤下手（No.201付近）と６号離岸堤下手（No.191）は、侵食が進行した場合は基準を下回る可能性
が高いため、引き続き養浜による対策を実施していく必要がある。
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河川境界～１号離岸堤上手
５号離岸堤

下手
６号離岸堤

周辺
６号離岸堤

下手
１～５号離岸堤

離岸堤６号離岸堤 1号2号3号4号5号

Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ

浜幅

海浜断面積

Ⅵ

磐田海岸～
福田海岸

測線No.

20年度
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断
面

積
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2
)

(a)
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24m

2,000m2

1～5号離岸堤

河川境界～1号離岸堤上手

5号離岸堤下手

6号離岸堤
周辺

6号離岸堤
下手

Ⅰ

ⅡⅢ

ⅣⅤ

磐田海岸～
福田海岸

Ⅵ

2021年８,９月撮影

1月

1月

24m

※汀線変化状況と安全度評価における
2021年浜幅データは測量時期が異なる
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２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
浅羽海岸の状況 24
• 浅羽海岸では、2018(H30)年台風24号以降、台風の来襲のたびに浜崖の後退が進行している。
• 2021(R3)年は浜崖後退箇所に0.5万m3の養浜（天竜川河道掘削土砂ほか）を実施した。

2018年10月１日

2018年台風24号後

2019年台風19号後

2019年10月13日

2015年12月15日

福
田
漁
港SBS吐出口

写真撮影位置

2021年８,９月撮影

2021年９月22日

侵食

堆積

養浜実施
2021年度0.5万m3

2021年台風14号後

D.L.±0.00ｍ＝T.P.-1.045ｍ

バーの縮小

バーの縮小が継続

水中部の土砂堆積

151+100



２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
侵食対策事業を実施している海岸の浜幅・海浜断面積指標による安全度評価結果（浅羽海岸） 25
• 浜幅は、サンドバイパスシステム（SBS）吐出口より東側のNo.153+100m～156+100m間で基準浜幅を下回っている。

• 海浜断面積は、SBS吐出口より東側のNo.153+100m～156+100m間で基準海浜断面積を下回っている。
• 引き続きNo.153+100m～156+100mを主としてモニタリングを継続していく。
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2020年時の浜崖拡大範囲
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※汀線変化状況と安全度評価における
2021年浜幅データは測量時期が異なる



２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
地形変化モニタリング結果（浅羽海岸）

【2021(R3)年】

• 浅羽海岸の2020年浜崖拡大範囲のモニタリングとして「簡易GPS汀線測量」を2020(R2)年度から開始しており、
2021年度も毎月実施したため、2021年台風９号，16号来襲前の７月～来襲後の12月の結果について整理した。

• 2021(R3)年２月に浜幅が狭い状況に対して、台風前後の７～10月の汀線は前進傾向であったが、12月時は汀線
が後退傾向となっている。引き続きモニタリングにより注視していく。

26

調査日

空中写真:2021(R3)年9月20日撮影

【潮位（舞阪検潮所）】
2021年02月09日9時～10時 T.P.+0.18～+0.11m
2021年07月06日9時～10時 T.P.-0.17～-0.21m
2021年10月05日9時～10時 T.P.+0.03～-0.16m
2021年12月20日9時～10時 T.P.+0.15～+0.02m

※調査時の遡上帯の陸側を徒歩により計測
（潮位補正は行っていない）



• 2020(R2)年に海浜断面積が基準値を下回った断面の浜幅・海浜断面積の時系列変化を確認した。
• 2021(R3)年はSBS吐出口より東側のNo.153+100m～156間にかけて回復は見られない。浜幅と海浜断面積は同じ
侵食傾向を示している。

２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
侵食対策事業を実施している海岸の浜幅・海浜断面積指標による安全度評価結果（浅羽海岸） 27
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２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
2019年台風19号による地形変化（浅羽海岸）
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28

• 浅羽海岸西側では、2018年台風24号以降、台風の来襲のたびに浜崖の後退が進
行しており、2019年10月の台風19号の高波浪で浜崖の拡大が生じている。

• 台風19号前後の測量成果より、沖合のバーが縮小していることが確認された。
第23回委員会では、バーの縮小により、波浪が減衰せずに岸に来襲したことが
浜崖拡大の要因と考えられることを報告した。

⇒上記より、2020年１月以降のバーの回復状況について確認を行うこととした。
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■2019年台風19号による浅羽海岸の侵食状況
（第23回委員会資料）



福
田
漁
港

SBS吐出口
ⅠⅡ

Ⅲ
Ⅳ

2021年８,９月撮影

• 2020(R2)年１月時は水深５m付近のバー地形が縮小した状態である。
• 2021(R3)年１月時はバー地形の回復は見られず、測線No.154ではバー地形がさらに縮小し、汀線付近では深みが形成された状態
である。他の測線も含めて2021(R4)年１月時点もバー地形の回復は見られず、汀線付近で深みが形成された状態である。

⇒浜幅指標、海浜断面積指標のみではバー地形や深みの形成等の状況把握が難しいため、各測線の海浜断面地形でバー地形の回復の有無、侵食箇
所の把握を合わせて行う。また、バー地形の回復には砂の供給が必要なためサンドバイパス養浜（計画量８万m3/年）の継続的な実施が必要である。

２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
地形変化モニタリング結果（浅羽海岸） 29

154

バー地形がさらに縮小
（深みが形成）

汀線付近で
深みが形成

浜崖の形成



２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
浅羽海岸・福田漁港サンドバイパスシステムの土砂移動量回復の取組 30

• 浅羽海岸・福田漁港サンドバイパスシステムは、福田漁港の航路維持（堆積土砂排除）と海岸侵食域への土砂
供給（浜幅維持）を目的に、2014(H26)年３月に運転を開始した。

• 目標移動量８万m3/年に対して2020(R2)年度は2.7万m3/年、2021(R3)年度は2.5万m3/年(見込み)と減少している。
• このため、原因と考えられるジェットポンプ周辺に堆積したゴミの除去工事に着手した。（４基中の１基）
• 引き続き、2022(R4)年度もゴミの除去工事を実施する予定である。

土砂堆積

吸い上げ

排出

福田漁港

浅羽海岸

磐田海岸

海岸沿いの土砂の流れ

太田川

浅羽海岸・福田漁港サンドバイパスシステムの概要

ポンプ

福田漁港

排砂管

施工方法

既設のジェットポ
ンプを引き抜き、
同位置に鋼管を
打設

ハンマーグラブで
鋼管の中を掘削
し、地中内に堆積
したゴミを除去

除去したゴミの一部



• 「天竜川流砂系総合土砂管理計画【第一版】」では、土砂管理対策の効果的な推進のため、事業間や領域間
での関係機関による連携・調整の必要性・有効性を踏まえた連携方針を示している。

• PDCAサイクルに基づき、各領域での対策を流砂系として評価し、順応的な管理を推進することとしている。

２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
事業間・領域間の連携や順応的な管理

土砂管理の連携方針

＜連携が必要となる事業内容＞

① ダム事業者間の土砂還元のための事業連携
上流側のダムでの土砂還元により下流のダムでの対
策量が増加することも考えられ、天竜川流砂系の土
砂管理として河口までの土砂還元を実施するために
はダム事業関係者間での連携が必要となる。

② 土砂の有効的な利用のための連携
土砂管理対策の実施にあたり、流砂系の土砂につい
て、養浜による海岸への供給、土砂を活用した局所
洗掘抑制、より良い河川環境維持・復元等に活用で
きるよう、土砂を有効的に利用するため関係者間の
連携が必要となる。

③ 継続的に実施するための河道掘削と海岸養浜
の連携
現在、海岸養浜の土砂は河道掘削による土砂を利用
しているため、その仕組みを継続的に実施していく
ための連携が必要となる。

出典：天竜川流砂系総合土砂管理計画【第一版】（p.92）

①ダム事業者間の土砂還元のための事業連携

②土砂の有効的な利用のための連携

③継続的に実施するための河道掘削と海岸養浜
の連携
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掛塚での河道掘削状況（浜松河川国道事務所提供）

令和４年10月18日撮影
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２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
連携による海岸への養浜実施状況 32

• 遠州灘沿岸の侵食対策は、「遠州灘沿岸海岸保全基本計画」における当面の方策に基づき、養浜やサンドバ
イパス、必要最低限の施設設置を主体とした対策を緊急的に実施することで海岸の漂砂バランスを調整し、
砂浜の保全・回復を図るため、河道の掘削を国土交通省が、ダム貯水池の掘削を電源開発(株)が実施し、そ
の掘削土砂を活用した海岸への養浜を県が主に実施してきた。

• 天竜川河口周辺の竜洋海岸・浜松五島海岸・浜松篠原海岸では、緊急的な対策として、河川管理者・ダム管
理者と連携し、2003～2020年の間に合計153.4万m3（8.5万m3/年、近５年4.3万m3/年）の養浜を実施している。

海岸別養浜実施量 供給源別養浜実施量

（年） （年）

2021年５月2021年12月



＜洪水調節＞
既設利水専用ダムである佐久間ダム貯水池の運用方法の変更を行うと

ともに、新たに設定する洪水時貯留準備水位（EL.255.0m）から洪水時
最高水位（EL.262.2m）の間で新たに洪水調節容量5,400万m3を確保する。

＜恒久堆砂対策＞
恒久堆砂対策施設の整備により、ダム貯水池に流入する土砂をダム下

流へ流下させ、恒久的な洪水調節容量の維持を図るとともに、土砂移動
の連続性の確保を図る。

出典：天竜川ダム再編事業パンフレット

２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
天竜川ダム再編事業の目的や効果

• 「天竜川ダム再編事業」は、利水専用の佐久間ダムを有効活用し、新たに洪水調節機能を確保して、天竜川
中下流部の洪水氾濫から人々の暮らしを守ることを目的に、河川管理者の国土交通省が進めている。

• 当該事業による効果として、①洪水調節機能の確保によるダム下流の洪水被害の軽減と、②恒久的な堆砂対
策による土砂移動の連続性の確保が見込まれている。

洪水調節イメージ図

恒久堆砂対策イメージ図

出典：浜松河川国道事務所 天竜川ダム再編事業ホームページ
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２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (1)遠州灘沿岸
天竜川ダム再編事業（令和３年度） 34

出典：浜松河川国道事務所ＨＰ
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２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (2)相良海岸

■相良海岸の航空写真（2021(R3)年７,９月撮影）
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【養浜材供給源】
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２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (2)相良海岸
広域 相良海岸の汀線変化状況（長期） 36
■1995(H7)年２月～2021(R3)年７,９月（26年間）の汀線変化

■2010(H22)年１月～2021(R3)年７,９月（11年間）の汀線変化

■浜幅の沿岸方向分布

御前崎港防波堤遮蔽域および相良須々木海岸離岸堤背後の一部で前進、相良港海岸～勝間田川は相良港海岸片浜地区潜堤背後を除き後退

相良須々木海岸離岸堤背後は概ね安定しているが、それ以外はほぼ全域で後退

相良須々木海岸、相良片浜海岸の一部で砂浜消失
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２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果 (2)相良海岸
広域 相良海岸の汀線変化状況（近２年） 37
■ 2019(R1)年12月～2020(R2)年11月（１年間）および2020(R2)年11月～2021(R3)年７,９月（１年間）の汀線変化

■浜幅の沿岸方向分布（2019年12月～2021年７,９月）

2019(R1)年12月～2020(R2)年11月は2019年台風19号による汀線後退箇所で汀線前進、2020(R2)年11月～2021(R3)年７,９月は相良須々木海岸～
相良港海岸片浜地区で部分的に後退箇所があるものの全体的に安定。相良片浜海岸では2019年台風19号による汀線後退箇所の汀線が前進

相良須々木海岸、相良片浜海岸の一部で砂浜消失
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２．モニタリング結果に基づく現状評価と対応方針
38

２－１ 各海岸の対策

２－２ 波浪の来襲状況

２－３ 遠州灘沿岸および相良海岸のモニタリング結果

２－４ 現状評価と対応方針



２－４ 現状評価と対応方針 (1)遠州灘沿岸
天竜川西側の現状評価と対応方針

• 浜松五島海岸では、整備中の突堤西側の養浜実施区間で防護上必要な浜幅が不足し、沖合侵食も進行している。養浜実施箇所
の汀線後退が生じているため、突堤による養浜土砂の河口への移動制御効果が不足していることが考えられる。
⇒養浜実施後のモニタリングと合わせて、突堤の整備と継続的な養浜を実施する（計画養浜量３万m3/年）。

• 浜松篠原海岸では、防護上必要な浜幅は確保されているが、沖合侵食が進んでいる。2016(H28)年の養浜休止以降、馬込川～
３号離岸堤下手で予測より大きな速度での汀線後退が見られたため、2021(R3)年より養浜を再開した。 2022(R4)年にかけて
養浜2.3万m3を実施中である。
⇒養浜実施後のモニタリングと合わせて、継続的な養浜を実施する（計画養浜量５万m3/年）。

• 舞阪海岸から湖西海岸については、一定の侵食・堆積傾向を示しておらず、防護上必要な浜幅は確保されている。
⇒モニタリングを継続していく。

浜松五島 浜松篠原 舞阪 浜名港
浜名港

（今切口沖合）
新居 湖西

R３

現状
評価

･天竜川河口テラスが縮小
･消波堤、離岸堤の沖合は侵
食が進んでいる

・天竜川河口砂州フラッシュ
に起因する土砂の引き込み
が生じている

・養浜実施区間で目標浜幅
が不足することがある

･これまでに実施してきた
侵食対策により、全域で
目標浜幅を確保

･H28養浜休止後、汀線を
含む陸側に近い範囲で
予測より大きな速度で侵
食傾向

･沖合侵食が進んでいる

･砂浜幅100m以上を
確保

・航路上に浅瀬の
形成は見られな
い

･汀線は安定傾向
･長期的には沖合でや
や侵食が見られる

被害 ･確認されず

対応方針

・継続的な養浜及びモニタリングを実施
･「侵食対策事業を実施している海岸の対応方針」に整理
(p.42)

･継続的なモニタリングを実施
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２－４ 現状評価と対応方針 (1)遠州灘沿岸
天竜川東側の現状評価と対応方針

• 竜洋海岸では５号離岸堤下手と６号離岸堤下手で浜幅些少の状況が継続している。
⇒離岸堤の嵩下げおよび継続的な養浜を実施していく。

• 浅羽海岸では近年サンドバイパスシステムの運転量が計画量に達しておらず、局所的な汀線後退が見られ高波浪時に浜崖が拡
大する状況が続いている。2021(R3)年度は局所的な汀線後退への対応として別途養浜0.5万m3を実施した。また、福田漁港防波
堤西側は継続して堆積傾向である。
⇒継続的にサンドバイパスシステムによる養浜を実施していく。

• 浜岡海岸では2020年時に全域で汀線が後退したが2021年時は回復傾向となっており、新野川以西は防護上必要な浜幅が確保さ
れている。
⇒モニタリングを継続し、侵食状況を確認していく。

• 御前崎海岸では2020年時に全域で汀線が後退したが2021年時は回復傾向となっている。筬川～中西川および東端は砂浜が消失
した状態である。
⇒継続的な養浜を実施していくとともに、浜岡海岸～相良海岸の各管理者間で情報を共有しながら対応を検討する。

• その他の海岸では一定の侵食・堆積傾向を示しておらず、防護上必要な浜幅は確保されている。
⇒モニタリングを継続し、侵食状況を確認していく。

海岸 御前崎 浜岡 大浜
大須
賀

浅羽 福田漁港 福田 磐田 竜洋

R３

現状
評価

･2020年時に比べ2021年時の汀線は
回復したが、目標浜幅30m以上を維
持してない

･一定の侵食・堆
積傾向を示して
おらず、全域で
浜幅50m以上を
維持

･目標浜幅30m以上を
維持しているが、2020
年時の浜崖拡大範囲
は浜幅回復が見られ
ない

･福田漁港
防波堤西
側で堆積
傾向が継
続

･目標浜幅30m以上を維持し
ているが、５号離岸堤と６号
離岸堤下手で浜幅些少

被害 ･確認されず

対応方針

･継続的な養浜及
びモニタリングを
実施

・継続的なモニ
タリングを実施

・継続的
な養浜
及びモ
ニタリ
ングを
実施

・継続
的な
モニ
タリ
ング
を実
施

・継続的なサンドバイパ
ス養浜を実施していく

･継続的なモニタリング
を実施

・継続的な養
浜及びモニタ
リングを実施

･「侵食対策事
業を実施して
いる海岸の
対応方針」に
整理(p.42)

･相良海岸と一連で、地域が抱える課
題および既存データを関係者間で
共有し、対応を検討する（３－１にお
いて状況報告）

・継続的な
養浜及び
モニタリン
グを実施
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２－４ 現状評価と対応方針 (2)相良海岸
相良海岸の現状評価と対応方針

• 相良海岸では、2019(R1)年台風19号により大きく汀線が後退したが、2020(R2)年は汀線が回復した。
2021(R3)年は比較的に汀線変動が少ない。相良須々木海岸南側と相良片浜海岸南側は、砂浜が消失した
状態が継続している。なお、相良須々木海岸では、現況堤防の海側への腹付けにより、海域に突出した
防潮堤嵩上げ整備を進めている。
⇒御前崎港および相良港浚渫土砂を活用した養浜を実施していく。
⇒モニタリングを継続し、侵食状況を確認していく。
⇒浜岡海岸・御前崎海岸と一連で、地域が抱える課題および既存データを関係者間で共有し、対応を検
討する。

海岸 相良片浜
相良港海岸
片浜地区

相良港海岸
須々木地区

相良須々木
天竜川東側

御前崎（再掲）
天竜川東側
浜岡（再掲）

R３

現状
評価

･2019年時に比べ
2021年時は汀線
が回復した。南
側は砂浜が消失
した状態が継続

･2020年時に比べ
2021年時は汀線
が後退した

･2020年時に比べ
2021年時は汀線
がやや後退した

･汀線変動は少な
い。南側は砂浜
が消失した状態
が継続

･2020年時に比べ2021年時の汀線は
回復したが、目標浜幅30m以上を維
持してない

被害 ･確認されず

対応方針

・御前崎港および相良港浚渫土砂を活用した養浜を実施
･継続的なモニタリングを実施

･継続的な養浜及
びモニタリングを
実施

・継続的なモニタ
リングを実施

･浜岡海岸・御前崎海岸・相良海岸を一連で、地域が抱える課題および既存データを関係者間で共有し、対応を検討す
る（３－１において状況報告）
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２－４ 現状評価と対応方針 (1)遠州灘沿岸
侵食対策事業を実施している海岸の対応方針

• 竜洋海岸については、浜幅を回復させるために、離岸堤の嵩下げ、継続的な養浜を実施する。

• 浜松五島海岸については、侵食に備え突堤の海側への延伸（詳細検討中）および継続的な養浜を実施する。

• 浜松篠原海岸については、汀線の維持を目的として、継続的な養浜を実施する。

42

項目 竜洋海岸 浜松五島海岸 浜松篠原海岸

計画
（継続項目、

未実施項目）

・離岸堤２基の嵩下げ
・粗粒材養浜４万m3/年

（離岸堤群東側）

・突堤１基（詳細検討中）
・粗粒材養浜３万m3/年

（突堤西側）

・養浜（粗粒材・細砂）
５万m3/年

（馬込川右岸,３号離岸堤西
側）

対
応
方
針

必要浜幅を下回
る箇所の浜幅を
回復する対策
（優先度高）

― ― ―

侵食傾向および
回復中の浜幅を
維持する対策

①東側への土砂供給に寄与す
る離岸堤群の嵩下げ

（１～３号離岸堤嵩下げ済）
②５号離岸堤東側への養浜

①突堤の延伸（詳細検討中）
②突堤西側への養浜

①馬込川右岸への養浜
②３号離岸堤西側への養浜

モニタリングで
注視する箇所・
内容

・離岸堤群東側と６号離岸堤
東側の浜幅

・突堤西側の浜幅
・突堤西側部の土砂移動に影
響する天竜川河口砂州フ
ラッシュ状況

・消波施設の安定性に影響す
る消波施設前面

・予測より侵食が速く進行し
ている馬込川～中田島砂丘
前面

・３号離岸堤西側



天
竜
川

御前崎

今切口

福田漁港
⑥

⑤ ④
②①

• 河口部の浜松五島海岸・浜松篠原海岸・竜洋海岸で計画量12万m3/年（それぞれ３万m3/年・５万m3/年・４万
m3/年）に対し、天竜川流砂系からの供給土砂を用いた養浜を実施予定。

• 福田漁港から浅羽海岸へのサンドバイパスシステムによる土砂移動は、計画量８万m3/年の実施を予定。

• 御前崎海岸では、マリンパーク御前崎からのサンドリサイクル養浜を予定。

③

２－４ 現状評価と対応方針 (3)各海岸の対策（2022(令和４)年度） 43

海岸 種別 計画 2021(R3)年度までの実績 2022(R4)年度の対策（予定） 場所

天
竜
川
西
側

浜松五島 養浜 ３万m3/年 平均1.0万m3/年（2012年～2021年） ①３万m3（天竜川掘削土砂） 河口付近

構造物等 突堤整備１基 汀線付近より陸側168m ―

浜松篠原 養浜 ５万m3/年 平均7.7万m3/年（2004年～2015年）
2.3万m3 (2021年）

②５万m3（秋葉ダム堆積土砂ほか） 馬込川導流堤
下手

構造物等 離岸堤新設３基 離岸堤新設３基

天
竜
川
東
側

竜洋 養浜 ４万m3/年 平均4.0万m3/年（2011年～2021年） ③４万m3（天竜川掘削土砂） 離岸堤群下手

構造物等 離岸堤嵩下げ５基
離岸堤新設１基

離岸堤嵩下げ３基
離岸堤新設１基

―

福田漁港
浅羽

養浜 ８万m3/年（ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ
ｼｽﾃﾑによる土砂移動）

平均4.7万m3/年（2013年～2021年） ④ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽｼｽﾃﾑ：８万m3 浅羽海岸西端

浅羽 養浜 計画なし 0.5万m3/年（2021年） ⑤0.5万m3（天竜川掘削土砂） 浅羽海岸

浜岡
御前崎

養浜 計画なし 平均1.1万m3/年（2007年～2021年） ⑥0.5万m3（マリンパーク御前崎浚
渫土砂）

御前崎海岸
白羽地区



３．報告事項
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３－１ 浜岡・御前崎・相良海岸の侵食対策の検討状況

３－２ 漁業と連携した海底地形モニタリングの実用化に向けた検討状況

３－３ 中間とりまとめの作成状況
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0 2km1

0 2km1 浜岡海岸

新
野
川

筬
川

御前崎海岸

御前崎港

マリンパーク御前崎

御前崎港

地頭方漁港

相良港海岸須々木地区

萩
間
川

勝
間
田
川

静波海岸
相良片浜海岸

相良平田港

相良港海岸片浜地区

相良港
相良須々木海岸

2020(R2)年11月撮影空中写真

2020(R2)年11月撮影空中写真

• 第23回委員会において、天竜川からの供給土砂量がダム建設
前の自然状態相当まで回復しても、浜岡・御前崎・相良海岸
での土砂量回復は見込めないという検討結果を示している。

• 浜岡・御前崎・相良海岸について、関係者等による勉強会を
開催し、侵食メカニズムおよび対策の検討を進めている。



３－１ 浜岡・御前崎・相良海岸の侵食対策の検討状況
現地調査の実施（2021(R3)年11月17日） 46

■現地調査時の委員意見

• 福田漁港サンドバイパスシステムの稼働を開始しているが、浅羽海岸から漂砂下手の浜岡・
御前崎海岸にかけての侵食問題が解決しているようには見えない。稼働量が増えれば下手へ
の沿岸漂砂も増えて砂を上手にやりくりできるのではないか。

• 御前崎港周辺の土砂収支を過去の委員会では2008年まで整理して
いるが、ここ10年くらいで変化があるはずなので、最近のデータ
も入れて土砂収支を求め、実際にどの方向に土砂が動いているの
かを含めて解析する必要がある。

• 静波海岸の礫が目立つのは、おそらく以前に比べ大井川からの砂
の供給量が減ったためではないか。大井川とその流砂系と土砂収
支のつながりを考える必要がある。

• 御前崎海岸・御前崎港・相良海岸における現状の把握を目的として、2021(R3)年11月17日に県、御前崎市、
牧之原市の関係部署担当者と学識者（青木委員、加藤委員、中村委員）が合同で現地調査を実施した。

• マリンパーク御前崎の浚渫砂を御前崎海岸白羽地区等にサンドリサ
イクル材として使用しているが、元来は相良方向に流れていく土砂
を御前崎港が阻止しているため、相良の海岸へのサンドバイパス材
として利用するのが良い。

マリンパーク御前崎

御前崎港

静波海岸



３－１ 浜岡・御前崎・相良海岸の侵食対策の検討状況
浜岡・御前崎・相良海岸の侵食対策に係る勉強会の開催 47

• 沿岸の課題把握等を目的に、2022(R4)年１月17日に海岸管理者、港湾管理者、保安林管理者、観光部局など
県、御前崎市、牧之原市の関係部署担当者と学識者（宇多委員長、青木委員）が合同で勉強会を開催した。

■勉強会での意見（1/2）

○浜岡海岸（浜岡砂丘周辺）

• 飛砂で遊歩道が埋まり松枯れしているので投入した養浜砂が上手くいくような工夫が必要である。

• 砂丘環境を上手く維持していくことが重要。砂丘の良さを維持できるようなやり方が必要である。

○御前崎海岸（白羽地区）

• サンドリサイクル開始後は開始前よりも土砂流出量が増え、養浜量に匹敵する量がマリンパーク
御前崎に流れており、白羽地区に定着している砂は殆どない。養浜の寄与が少ないのか、砂浜は
一定の量しか保つことができないのか見極める必要がある。

• ウミガメの保護やサーフィンの利用も考えて慎重に検討を行うこと。

• 養浜材が再び御前崎港に流れ込むことは、御前崎港の維持管理にも影響がある。マリンパーク御
前崎方面に流れる漂砂を止めるような施設を入れても良いのではないか。また、高潮災害で陥没
が起こり通行止めになった場所でもあることから、東側の護岸法線が曲がった先にある天然の岩
礁から西側にかけて、天然の砂礫を養浜し、砂礫浜を戻すことによって道路の防災を行う。対策に
は御前崎港湾や御前崎市、袋井土木事務所との連携も必要である。

• マリンパーク御前崎にある程度砂を流しつつ、白羽地区にも砂をつけるのは難しい。渥美半島の
伊良湖岬のように人工リーフの活用も考えられるのではないか。



３－１ 浜岡・御前崎・相良海岸の侵食対策の検討状況
浜岡・御前崎・相良海岸の侵食対策に係る勉強会の開催 48

■勉強会での意見(2/2)

○相良須々木海岸、相良片浜海岸

• 須々木海岸、片浜海岸の土砂の減少状況と、養浜による土砂注入の必要性を把握したい。

• 2019年台風19号で太平洋側の殆どの海岸では汀線付近の砂が沖に運ばれてしまった。長い目で
見ると、１年程度で浜に戻るが、砂が浜に戻るということを定量的に調べておく必要がある。

○榛原港海岸（静波海岸）

• 吉田漁港と離岸堤群の整備により、大井川から静波海岸への土砂供給はほとんど見込めない。
勝間田川と坂口谷川（サグチヤガワ）の浚渫土砂は静波海岸に養浜するというルールを作れば良
い。河川管理者との情報共有が必要である。

• 海水浴時期前に浜幅を確保するために、養浜時期を海水浴前の比較的静穏な時期に実施するこ
とは有効である。海水浴前の実施が難しい場合、養浜後すぐに砂が流されることを防ぐため、汀線
よりも陸側に砂を入れておく方法が良い。

○マリンパーク御前崎

• マリンパーク御前崎では浚渫しているにも関わらず土砂が増えているため、太平洋側の海岸には
寄与しないが沖合を回りこんでくる土砂があるのかもしれない。養浜材として利用できる土砂量を
把握すべきである。
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浜岡海岸（浜岡砂丘）の現状と課題および今後の方向性 49

【現状と課題】

• 浜岡砂丘が縮小しており、2019年から砂丘の回復を目的とした砂丘部への養浜を実施し
ている。

• 砂丘部への養浜材が飛砂で保安林に飛び松林に影響を及ぼしているため、飛砂を制御す
る必要がある。

砂丘養浜後（2020年４月）

砂丘養浜

砂丘入り口

砂丘養浜前（2020年２月）

砂丘入り口

浜岡砂丘背後の状況（飛砂により陸側の松林が埋没）
2021年11月17日撮影砂丘部への養浜実施状況（2020年に10,700m3投入）

【今後の方向性】

• 飛砂を制御するための堆砂垣を設置し、
効果をモニタリングしていく。
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御前崎海岸（白羽地区）の現状と課題および今後の方向性 50

【現状と課題】

• 侵食の進行により砂浜が消失し、2009年台風18号時には高波浪により海岸護岸が被災した。

• 侵食対策のため2011年からマリンパーク御前崎からのサンドリサイクルを中心とした養浜を
2020年までに合計13.1万m3実施している。

2009年台風18号による海岸護岸と県道の被災
（2009年10月８日撮影）
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御前崎海岸（白羽地区）の現状と課題および今後の方向性 51

【現状と課題】

• 養浜材が白羽地区に堆積すれば汀線は前進するはずだが、汀線の前進は見られないこと
から、投入土砂は白羽地区に留まらず、マリンパーク御前崎へ流出した可能性が大きい
と考えられる。

• 今後もサンドリサイクルを行う前提として、土砂が白羽地区に留まり、マリンパーク御
前崎へ流出しないよう、流出抑制対策の検討が必要である。
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白羽地区の汀線変化（2010年基準）

※漂砂の移動高７mとして算出

白羽地区の海浜面積変化量と土砂変化量の変化
（2003年基準）
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【今後の方向性】

• 御前崎海岸（白羽地区）の養浜は、御前崎港の港湾管理の効率性も考慮して、養浜が無駄
なく効果を発揮できるように検討する。

• 対策の検討に際しては、地形変化状況を整理し、それを踏まえた数値シミュレーションに
より漂砂制御施設の設置等を行った場合の将来予測を実施する。計算モデルは、既往のモ
デルを踏まえ、境界条件や波浪条件等を必要に応じて見直して構築する。

○ケース4：細砂・中砂養浜1.5万m3/年＋突堤

【汀線変化量】

【砂浜幅】

【10年後汀線イメージ】

・養浜のみに比べて、突堤
西側で堆積が進行
・最大汀線前進量39m 2013(H25)年12月撮影

突堤諸元：先端水深T.P.-1m（礫の移動を制御）

白羽地区周辺の高精度地形変化予測（予測計算結果）
■既往モデルでの検討結果

（第17回委員会資料）
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【今後の方向性】

• モニタリングを継続し、堆砂状況を確認していく。

• 堆砂状況に応じて浚渫を行い、浚渫土砂を養浜材として活用していく。

H21年3月～H29年2月                      

N
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.3 0.2 0.1 0.0 5.0 2.0 0.0- 2.0- 5.1- 0.2- 0.3- 0

水深差(m)    (プラスが堆積) 

2009(H21)年3月
～2017(H29)年2月
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2009年3月基準の土砂量変化

浚渫土砂量

マリンパーク御前崎での海浜土砂量の変化

【現状と課題】

• マリンパーク御前崎の海浜部で2005年から浚渫を行っている。

• 2009～2017年の地形変化量によると、0.5万m3/年の堆積傾向であり、これに対して2009
～2016年の海浜部での浚渫量は約6.3万m3（0.8万m3/年）であったことから、この値を
堆砂量に加算すると、堆積速度は1.3万m3/年となる。
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2020年11月撮影

御前崎海岸（白羽地区）

中
西
川

マリンパーク
御前崎

御前崎港

御前崎

尾高

+1.3

1.0

-2.3

単位：万m3/年

御前崎港海岸

０と仮定

養浜0.8浚渫0.8

2.3

駿河湾口への流出分
（流出量不明）

駿河湾口への流出分
（流出量不明）

・御前崎海岸（白羽地区）：航空写真による2003～2020年（17年間）の砂浜面積変化量に漂砂の移動高7mを与えて算出
・マリンパーク御前崎 ：深浅測量による2009～2017年（8年間）の水深変化量から算出

• 今後の養浜計画の検討等に際して、各海岸の土量変化解析より区分毎の傾向値(万m3/年)を算出
した。なお、傾向値についてはモニタリングにより見直し・更新を行う。
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【現状と課題】

• 地頭方漁港海浜公園は、緩傾斜護岸前面が堆砂・陸地化し、その北側の相良須々木海岸
は砂浜が消失している。

• 一方、さらに北側においては、相良港の防波堤により北向きの沿岸漂砂の移動が阻止さ
れているため、砂浜を有する区間（沿岸方向距離X=７～８km）は近年の浜幅の変化は小
さく、汀線はほぼ安定状態に近づいている。

2021年11月17日撮影（撮影時潮位：T.P.+0.29m (御前崎) ）

地頭方漁港海浜公園は緩傾斜護岸前面が堆砂・陸
地化し、その北側の相良須々木海岸は砂浜が消失

相良海岸の浜幅分布（1995,2010,2020年）

【今後の方向性】

• 御前崎港および相良港の浚渫土砂を活用した養浜を実施していく。

• モニタリングを継続し、侵食状況を確認していく。



相良海岸の浜幅分布（1995,2010,2020年）

３－１ 浜岡・御前崎・相良海岸の侵食対策の検討状況
相良片浜海岸の現状と課題および今後の方向性 56

2020年９月８日撮影

相良片浜海岸の南側は砂浜が消失した状態

【今後の方向性】

• 養浜の継続的な実施およびモニタリング回数を増やし（定点写真＋簡易GPS測量の実施等）、
地形変化状況の詳細を把握した上で、漂砂制御施設等の必要性を検討していく。

【現状と課題】

• 相良片浜海岸の南側は、砂浜が消失した状態であり、砂浜を有する北側海岸においても
2010年以降浜幅が急激に狭まった。

• 北向きの沿岸漂砂を相良平田港により阻止され、北側が開境界の相良片浜海岸では、侵
食された砂浜は回復せず消失したままである。

• 高波浪のたびに北向きの沿岸漂砂により砂が運び去られ、護岸が波に曝される区域が広
がることが懸念されるため、相良平田港と勝間田川の間で沿岸漂砂を阻止し、海浜を安
定化するための対策が必要と考えられる。
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榛原港海岸（静波海岸）の現状と課題および今後の方向性 57

【現状と課題】

• 静波突堤より北側において砂浜の表層に礫の分布が目立っている。

• 静波突堤より南側の浅い海底において礫の分布が確認されている。

• 吉田漁港と離岸堤群の整備により、大井川から静波海岸への土砂供給はほとんど見込め
ない。

• 1966(S41)年以降の汀線変化※によると、榛原港海岸（静波海岸）の汀線変化は小さく、
空中写真からも汀線変化が小さいことを確認した。（※第５回駿河海岸保全検討委員会資料：別紙資料集に掲載）

• 勝間田川と坂口谷川の浚渫土砂（砂質）を用いた養浜を実施している。

【今後の方向性】

• 勝間田川と坂口谷川の浚渫土砂を用いた養浜を継続的に実施していく。

2022年１月11日撮影（撮影時潮位：T.P.+0.41m (御前崎) ）

（静波突堤より南側） 汀線際は砂質が覆っている（静波突堤より北側）表層は礫が分布している（汀線際は砂質）
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・相良須々木海岸：深浅測量による1990～2020年（30年間）の海浜断面積変化量（算出範囲T.P.+2～-4m）から算出
・相良片浜海岸 ：深浅測量による2009～2020年（11年間）の海浜断面積変化量（算出範囲T.P.+2～-5m）から算出

• 今後の養浜計画の検討等に際して、各海岸の土量変化解析より区分毎の傾向値(万m3/年)を算出
した。なお、傾向値についてはモニタリングにより見直し・更新を行う。



３－１ 浜岡・御前崎・相良海岸の侵食対策の検討状況

３－２ 漁業と連携した海底地形モニタリングの実用化に向けた検討状況

３－３ 中間とりまとめの作成状況

３．報告事項
59



• 静岡県と三重大学岡辺准教授が共同で、シラス漁船等の魚群探知機を活用した海底地形モニ
タリングを実施している。

３－２ 漁業と連携した海底地形モニタリングの実用化に向けた検討状況
モニタリングの概要 60

【現在実施しているモニタリング】

実施期間：2012年～継続中

範 囲：静岡県・愛知県県境～浅羽海岸、御前崎港周辺（2020年～）

協 力 者：遠州漁協（福田漁港）、南駿河湾漁協（御前崎港、地頭方漁港）

※別途岡辺准教授が取得している浜名漁協（浜名港）所属漁船分もデータ作成に活用

データ作成方法：漁船の操業中に得られる位置（緯度および経度）・水深（魚群探知機による
測深値）を記録し、取得時間に応じて潮位補正して、内挿およびフィルタリ
ングを実施して10m格子水深データを作成

シラス漁船（福田漁港） 操舵室の内部：魚探、プロッタ 接続されたロガー
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モニタリングの概要 61

取得データより作成した海底地形図（2020年）

漁船の航跡（2020年）
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漁業と連携した海底地形モニタリングの利点
• 面的なデータ取得が可能
• 既存システムを活用してデータ取得するため、事業者の負担が少なく安価
• 任意の時期のデータを切り出し可能（ただし、データ精度は任意期間の航行頻度に依存）



３－２ 漁業と連携した海底地形モニタリングの実用化に向けた検討状況
漁業と連携した海底地形モニタリングの課題

浅海域データ取得の条件

62

課題① 漁船の航行しない浅海域のデータは取得できない。

課題② 深浅測量と比較して精度が劣る。

何らかの方法で
別途浅海域の
データを取得し、
補間することは
できないか？ 漁船データ同様、事業者がゼロ

からデータ取得するのではなく、
既存データの活用または既存シ
ステムへの機能追加で取得可能
であることが望ましい

安価であること
（＜ 深浅測量）

衛星写真判読汀線デー
タを用いた手法につい
て検討
・衛星写真はオープン
データを用いること
ができ、安価なデー
タ取得可能

コストおよび精度に見合った活用方法はないか？

測量成果の用途 求められる精度

構造物の設計 高

事業効果の把握

長期的な地形変化傾向の把握 低

適用可能な範囲を判断す
るための精度検証を実施

• 漁業と連携した海底地形モニタリングの実用化に向け、２つの課題について検討した。

※なお、三重大学水産実験所 岡辺拓巳准教授および筑波大学システム情報系 武若聡教授の助言・協力を受けて検討しました。
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データ作成手順 63

【衛星写真汀線データの作成】

【魚群探知機を活用した海底地形データの作成】

【合成海底地形図の作成】

［衛星］ Sentinel-2（欧州宇宙機関、２機体制）

回帰日数：５日、分解能：10 m
雲の少ない写真
砕波の少ない写真 を抽出

⇒近年は約６シーン／年

2021/01/15

近赤外シーンの水際位置を
GISソフトで判読し、潮位補正

汀線（T.P.±0m）と漁船データの最も岸
側の水深を直線（岸沖方向）で結び線形
補間し、その間を海底地形とする。

＜特徴＞
海底地形の形状は考慮されないため、
実態と異なった形状になるが、計算時
間や処理コストを抑えることができ、
簡易に処理しやすい。

線形補間によって汀線データと
漁船データが接続された範囲

衛星画像から抽出された汀線位置（T.P.±0m）

漁船データによる海底地形データ

• 衛星写真からの汀線判読は、雲および砕波の少ない写真を抽出し、GISソフトで水際位置を判
読する。

• 汀線位置のデータと魚群探知機より得られた地形データの岸側点を線形補間する。
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衛星写真汀線データの作成結果例 64
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• GISソフトによる衛星写真汀線判読結果として、2016～2021年の平均汀線位置を確認すると、
構造物背後に発達するトンボロが正しく捉えられている。



〇 測量（2020年11月）
■ 衛星データ（2020年11月26日）
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誤差 [m]
衛星データが海側にシフト
平均誤差： 6.6 m
変動強度：27.7 m

誤差

測量結果との比較（2016年→2020年）
：西側（天竜川～今切口）
#は測線No．

衛星写真汀線判読結果と深浅測量成果より得られた汀線位置（T.P.±0m）を比較した。
・好条件下では衛星分解能程度で汀線位置を把握可能
・汀線変動のトレンドは追跡可能 ※汀線位置は常に変動していることに留意が必要

３－２ 漁業と連携した海底地形モニタリングの実用化に向けた検討状況
衛星写真汀線データの精度検証（平面分布、時系列） 65
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衛星写真汀線データと漁船データの合成データの作成条件 66

下記の箇所は漁船データと汀線データを合成しない。

【空間的な制約】

漁船データは、ある程度の期間に収集したデータを
まとめて１つの海底地形図を作成。
これに合わせて、対応する期間の汀線データを選択。

漁船データ：シーズン中の全期間データ
汀線データ：漁期中の抽出データの平均

※今回は１年間のデータから５か年分を作成し検証

【時間的な条件（時間ウィンドウ）】

データの合成エリア

離岸堤 海底地形図と汀
線までの空白を
内挿（データの
合成）

河口 汀線データなし

港 水際線が人工構造物であるため、
汀線データなし

離岸堤区間 離岸堤の岸沖で地形特性が異なる
ため、離岸堤沖側の漁船データと
汀線データを合成することは不適

※１シーズンのデータを台風などのイベントで区切った期間や、
１〜２ヶ月ごとの高波浪で区切った期間のデータも作成可能

• 合成データの作成条件として、「空間的な制約」や「時間的な条件」がある。
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補間された範囲（青色）と汀線（赤線）

合成で得られた海底地形図（汀線は赤線）
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• 衛星写真汀線データと漁船データを合成して作成した海底地形図は上図のとおり。
• 漁船データが取得できないため、衛星写真汀線データと線形補間した範囲は下図の青色範囲。



合成データ（2020年）
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川

No.153+100

合成データ（2016年）

３－２ 漁業と連携した海底地形モニタリングの実用化に向けた検討状況
衛星写真汀線データと漁船データの合成評価（長期：浅羽海岸） 68

漁船BD+汀線（衛星）

合成データの差分
(2016年と2020年)

合成データ断面図
（2016年と2020年の比較）
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田
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東側

漁港周辺

西側

※水深50㎝以上の地形変化があった箇所の合計

【参考】深浅測量成果の差分
（2016年と2020年）
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田
川

東側 漁港周辺 西側

測量(2016年)

漁船(2016年)

測量(2020年)

漁船(2020年)

拡大

• 福田漁港・浅羽海岸において、深浅測量成果との検証を実施した。
• 2016年から2020年の水深変化図によると、堆積・侵食箇所が概ね一

致している。
• 横断図では、バーの消失が表現できている。
• 土砂変化量図では、変化量の絶対値にはやや差があるものの、福田

漁港東側の侵食傾向が一致している。

太
田
川
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【今回の評価のまとめ】

・面的な海底地形データの取得が可能。

・横断地形の詳細な把握には課題が残るが、海底地形（バー）の変化を把握することは可能。

・土砂変化量の定量的な評価には課題が残るが、変化の傾向を把握することは可能。

【今後の進め方】

・漁業と連携した海底地形モニタリングを継続していく。

（協力者である漁業者との間でデータ利用範囲や個人情報の保護に関して協議する。）

・将来的に侵食対策事業等を実施していない海岸で実施している定期深浅測量を、漁業と連
携した海底地形モニタリングに置換えが可能か、引き続き検討していく。

（陸上部の地形は把握できないため、陸域の汀線測量は継続して実施する必要がある。）

【今後の精度向上の可能性】

・協力漁船数を増やすことで、取得水深データ数が増えるため、合成地形データの精度が向
上することが期待できる。
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相良港
平田地区

相良港
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42測線 10測線 10測線

10測線

12測線

18測線

18測線

30測線

24測線

現在、侵食対策事業等を実施している海岸
・浜松篠原・舞阪海岸：養浜
・浜松五島海岸：養浜、突堤
・竜洋海岸：養浜
・福田漁港・浅羽海岸：サンドバイパスシステムによる土砂浚渫・養浜
・御前崎海岸：養浜
・相良須々木海岸・相良港海岸・相良片浜海岸：養浜（海中）
・御前崎港・相良港：航路浚渫

※相良港海岸は定期的な測量は実施されていない

出典：静岡県GIS
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３－１ 浜岡・御前崎・相良海岸の侵食対策の検討状況
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３－３ 中間とりまとめの作成状況



３－３ 中間とりまとめの作成状況
（1）中間とりまとめ作成の目的と構成（案）

72

• 遠州灘の美しい砂浜の回復と保全を図るため、「遠州灘沿岸侵食対策検討委員会」では、平成16年の第
１回から令和３年３月の第24回までの約17年間にわたり、沿岸全体・海岸毎に侵食状況の分析や侵食対
策工法の検討等を行い、養浜を主体とした侵食対策と海岸管理を実施してきた。

• 現在も侵食の進行により、モニタリングの重要性は依然として高く、対策の検討が必要な海岸も多いこ
とから、今後の海岸管理や侵食対策の検討に資するため、これまでの委員会での検討内容や侵食対策の
効果、今後の方針等について整理した「中間とりまとめ」を作成する。

■中間とりまとめの構成（案）

第１章 遠州灘沿岸全体における侵食対策の検討と実施状況（沿岸全体での整理）

（１）委員会設立当時の侵食状況

（２）「緊急提言」への対応状況

（３）対策前後の侵食状況の変化（対策の評価）

（４）現状の課題（予測と実態の乖離等）

（５）今後の侵食対策の検討及び実施の方針

第２章 個別海岸における侵食対策の検討と実施状況（個別海岸の整理）

（１）対策の検討状況

（２）対策前後の侵食状況の変化（対策の評価）

（３）現状の課題（予測と実態の乖離等）

（４）今後の侵食対策の検討及び実施の方針

※侵食対策事業を実施中の以下の海岸を作成
新居海岸、浜松篠原海岸、浜松五島海岸、竜洋海岸、浅羽海岸、御前崎海岸

■目的

今回作成

今回、浜松篠原海岸を作成



３－３ 中間とりまとめの作成状況
（1）沿岸全体での整理 遠州灘沿岸侵食対策についての緊急提言

• 第５回委員会（H17.12）において、「遠州灘沿岸侵食対策についての緊急提言」を発表した。

遠州灘沿岸侵食対策についての緊急提言
＜緊急的対策の方針＞

 １ 遠州灘沿岸ではアカウミガメの産卵地など砂浜を前提とする豊かな自然環境や景観が形成されていること、

また離岸堤群など連続的な構造物による対策は侵食域を拡大させる恐れがあることから、対策は「養浜工」を

基本とする。

 ２ 養浜工は、天竜川からの土砂を海岸の侵食域に運搬投入する「サンドバイパス」を主体とし、不足分を沿岸

漂砂の堆積域から土砂を運搬・投入する「サンドリサイクル」により補完することを基本とする。

 ３ ただし、大量の養浜材料の安定供給が困難である状況を踏まえ、ある程度の漂砂を捕捉する海岸構造物の

設置は止むを得ないと考えるが、下手側への侵食の伝播、環境・景観・利活用に配慮して必要最小限とする。

＜実施における配慮事項＞
 １ 海岸管理者である県河川部局、港湾部局と天竜川の管理者である国土交通省は、海岸への安定的な土砂

供給を目指し連携すること。

 ２ 侵食の進行を考慮した段階施工計画を作成し、海岸地形、環境変化等についてモニタリングを行うことにより
効果を検証し、必要に応じ改良していく順応的対応をとること。

 ３ 海岸侵食対策は広域的な課題であることから、実施計画の立案、工事の施工、維持管理の各段階において
内容を広く地域に周知するとともに、積極的に住民の意見聴取を行うこと。

 ４ 遠州灘沿岸全域を俯瞰し、天竜川及び沿岸全体にわたる流出土砂及び沿岸漂砂のバランスを考慮し必要に
応じてダム管理者や愛知県など広く関係機関と調整を図ること。

 ５ 構造物については離岸堤を中心に更に詳細に検討すること。
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３－３ 中間とりまとめの作成状況
（2）沿岸全体での整理 緊急的対策の方針に基づく実施状況①

天
竜
川

天竜川西側

浜松五島海岸

浜松篠原海岸 浜名湖今切口

（浜名港海岸～新居海岸）

本委員会でシミュレーションを用
いて検討した範囲

計画養浜量
５万m3/年［H18-H27,R3～］
離岸堤３基［H19-H23］

計画養浜量
３万m3/年［H24～］
突堤１基［H27～］

サンドバイパス
12万m3［H16-H20］

馬
込
川

今
切
口

＜緊急的対策の方針＞
 １ 遠州灘沿岸ではアカウミガメの産卵地など砂浜を前提とする豊かな自然環境や景観が形成されていること、また離岸

堤群など連続的な構造物による対策は侵食域を拡大させる恐れがあることから、対策は「養浜工」を基本とする。

【実施状況】
• 遠州灘沿岸では、本委員会設立以前は、連続的な構造物（離岸堤群、消波堤群等）により対策が図られて

きたが、「緊急的対策の方針」に従い、養浜主体の対策を進めている。

これまでの検討

天竜川東側

天
竜
川

御前崎海岸
福田漁港ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽｼｽﾃﾑ
（福田漁港海岸～浅羽海岸） 竜洋海岸

計画量
サンドバイパス８万m3/年

［H25～］

計画養浜量
４万m3/年［H25～］

侵食対策検討

太
田
川

新
野
川

離岸堤嵩下げ５基［H21～］
離岸堤新設１基［H20-H26］
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[ ]内は養浜年度、施設整備年度



３－３ 中間とりまとめの作成状況
（2）沿岸全体での整理 緊急的対策の方針に基づく実施状況②

天
竜
川

御前崎

今切口

福田漁港
⑦

⑤
④ ②①

③

⑥

＜緊急的対策の方針＞

 ２ 養浜工は、天竜川からの土砂を海岸の侵食域に運搬投入する「サンドバイパス」を主体とし、不足分を沿岸漂砂の堆
積域から土砂を運搬・投入する「サンドリサイクル」により補完することを基本とする。

海岸 種別 計画 対策の実績（※養浜量はR2実施分までを記載） 場所
H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

天
竜
川
西
側

浜松五島 養浜 ３万m3/年 ①河口付近

構造物等 突堤1基 ②河口付近

浜松篠原 養浜 ５万m3/年 ③馬込川導流堤下手

構造物等 離岸堤３基

天
竜
川
東
側

竜洋 養浜 ４万m3/年 ④離岸堤群下手

構造物等 離岸堤嵩下げ５基
離岸堤１基

福田漁港
浅羽

養浜 ８万m3/年 (ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟ
ｽｼｽﾃﾑによる土砂移動)

⑤浅羽海岸西端

大浜海岸 養浜 計画なし ⑥

御前崎 養浜 計画なし ⑦御前崎海岸
白羽地区

【実施状況】
• 天竜川河口付近の浜松篠原海岸・浜松五島海岸・竜洋海岸では、天竜川河道掘削土砂、秋葉ダム堆積土砂のサンドバイパス

を主体とした養浜が約８割を占め、その他は周辺の発生砂を用いて補完を行っている。
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突堤 突堤

離岸堤３基

養浜22.9万m3（H16を含む）

養浜94.3万m3

養浜36.2万m3

養浜39.6万m3

養浜1.4万m3

養浜16.7万m3

離岸堤２基嵩下げ
離岸堤１基 離岸堤延伸

離岸堤１基嵩下げ



３－３ 中間とりまとめの作成状況
（2）沿岸全体での整理 緊急的対策の方針に基づく実施状況②

＜緊急的対策の方針＞

 ２ 養浜工は、天竜川からの土砂を海岸の侵食域に運搬投入する「サンドバイパス」を主体とし、不足分を沿岸漂砂の

堆積域から土砂を運搬・投入する「サンドリサイクル」により補完することを基本とする。

【実施状況】
• 天竜川河口付近の浜松篠原海岸・浜松五島海岸・竜洋海岸では天竜川河道掘削土砂、秋葉ダム堆積土砂の

サンドバイパスを主体とした養浜が８割以上を占め、その他は周辺の発生砂を活用して補完を行っている。
（堆積区間の舞阪海岸や福田海岸からのサンドリサイクルは未実施である。）

３海岸の養浜実績（H15-R2）

浜松篠原海岸
（H15-H27 V=94.3万m3）

浜松五島海岸
（H16-R2 V=22.9万m3）

竜洋海岸
（H21-R2 V=36.2万m3）

天竜川河道掘削土砂
秋葉ダム堆積土砂
上記以外（浄化センター発生土等）

総養浜量に占める天竜川河道掘削土砂の割合

地区海岸名 養浜実績
養浜量に占める天竜川
河道掘削土砂の割合

浜松篠原海岸 94.3万m3 81％（76.6万m3）

浜松五島海岸 22.9万m3 71％（16.2万m3）

竜洋海岸 36.2万m3 73％（26.6万m3）

計 153.4万m3 78％（119.4万m3）
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３－３ 中間とりまとめの作成状況
（2）沿岸全体での整理 緊急的対策の方針に基づく実施状況③

＜緊急的対策の方針＞
 ３ ただし、大量の養浜材料の安定供給が困難である状況を踏まえ、ある程度の漂砂を捕捉する海岸構造物の設置は

止むを得ないと考えるが、下手側への侵食の伝播、環境・景観・利活用に配慮して必要最小限とする。
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天
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天竜川西側
浜松五島海岸

浜松篠原海岸 浜名湖今切口

（浜名港海岸～新居海岸）計画養浜量
５万m3/年［H18-H27,R3～］
離岸堤３基［H19-H23］

計画養浜量
３万m3/年［H24～］
突堤１基［H27～］

サンドバイパス
12万m3［H16-H20］

馬
込
川

今
切
口

これまでの検討

天竜川東側

天
竜
川

御前崎海岸
福田漁港ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽｼｽﾃﾑ
（福田漁港海岸～浅羽海岸） 竜洋海岸

計画量
サンドバイパス８万m3/年

［H25～］

計画養浜量
４万m3/年［H25～］

侵食対策検討

太
田
川

新
野
川

離岸堤嵩下げ５基［H21～］
離岸堤新設１基［H20-H26］

【実施内容】
• 侵食対策の検討を行った浜松篠原海岸・浜松五島海岸・竜洋海岸において、継続的な養浜と合わせて必要最小限の漂砂制御

施設を組み合わせた対策を決定し、施設整備等を進めている。

[ ]内は養浜年度、施設整備年度



３－３ 中間とりまとめの作成状況
（2）沿岸全体での整理 緊急的対策の実施における配慮事項への対応状況①

＜緊急的対策の実施における配慮事項＞
 １ 海岸管理者である県河川部局、港湾部局と天竜川の管理者である国土交通省は、海岸への安定的な土砂供給を

目指し連携すること。

天
竜
川

天竜川西側
浜松五島海岸

浜松篠原海岸 浜名湖今切口

（浜名港海岸～新居海岸）計画量
養浜５万m3/年
離岸堤３基

計画量
養浜３万m3/年
突堤１基

サンドバイパス実施

馬
込
川

今
切
口

→港湾管理者と連携

→河川管理者（国）
と連携

天竜川東側

天
竜
川

御前崎海岸
福田漁港ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽｼｽﾃﾑ
（福田漁港海岸～浅羽海岸） 竜洋海岸

計画量
サンドバイパス８万m3/年

計画量
養浜４万m3/年
離岸堤嵩下げ５基
離岸堤新設１基

太
田
川

新
野
川

【対応状況】
• これまでの養浜は、他管理者との連携により実施している。天竜川河口付近の海岸への養浜は、河川管理者（国交省）等、

新居海岸・御前崎海岸・相良海岸への養浜は、港湾管理者等、浅羽海岸の養浜は漁港管理者等と連携して実施している。

→漁港管理者と連携
→河川管理者

（国）と連携

→港湾管理者・
中部電力と連携

養浜

【課題】計画養浜量が多いため、現在の連携に加えて、他の管理者との連携を進めていく必要がある。
（例：飛砂堆砂（保安林管理者、道路管理者）、他工事発生砂の活用）
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→自転車道
管理者と連携

養浜
（飛砂堆砂土砂

の活用）

大浜海岸



３－３ 中間とりまとめの作成状況
（2）沿岸全体での整理 緊急的対策の実施における配慮事項への対応状況②

＜緊急的対策の実施における配慮事項＞
 ２ 侵食の進行を考慮した段階施工計画を作成し、海岸地形、環境変化等についてモニタリングを行うことにより効果を

検証し、必要に応じ改良していく順応的対応をとること。

【対応状況】 ・浜松篠原海岸では、休止後のモニタリング結果から侵食の進行が確認されたため、令和３年度から養浜を再開した。
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馬込川右岸

中田島砂丘前面

3号離岸堤下手

-34m

-5m

-6m

-50m

-59m
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汀線変化（50年間）

砂浜幅変化（50年間）

No.160 No.161 No.166-1

30年後に目標浜幅を下回る

■シミュレーション結果と実測の比較
（第23回委員会資料）

【シミュレーション結果との比較】

• 2014(H26)年の既往検討では、養浜を中止した場合でも20年後(2034年)までは最も厳しい中田島砂丘前面のエリアでも必要浜幅を維持
できる結果を示していた。検討から５年経過した現在、シミュレーション結果より汀線の後退速度が大きくなっている。

【シミュレーション条件の確認】
• 2014年度の波浪条件とそれ以降の波浪条件を比較すると、エネルギー平均波の波向が4°南寄りに変化（沿岸漂砂量が増加する変化）。



３－３ 中間とりまとめの作成状況
（2）沿岸全体での整理 緊急的対策の実施における配慮事項への対応状況③

＜緊急的対策の実施における配慮事項＞
 ３ 海岸侵食対策は広域的な課題であることから、実施計画の立案、工事の施工、維持管理の各段階において内容を

広く地域に周知するとともに、積極的に住民の意見聴取を行うこと。

【対応状況】・本委員会の公開での開催と合わせて、シンポジウムや海辺づくり会議、勉強会等を適宜開催。

天
竜
川

天竜川西側
浜松五島海岸

浜松篠原海岸 浜名湖今切口

（浜名港海岸～新居海岸）

馬
込
川

今
切
口

天竜川東側

天
竜
川

御前崎海岸
福田漁港ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽｼｽﾃﾑ
（福田漁港海岸～浅羽海岸） 竜洋海岸

太
田
川

新
野
川

海辺づくり会議
（H16年度開催）

海辺づくり会議
（H17～H25年度開催） 海づくり会議

（H16～H19年度開催）

意見交換・勉強会
（H26年度～）

海岸侵食を考えるシンポジウム
in浜松（H17.10.21）
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【海辺づくり会議】
住民代表と漁協・NPO・海岸利用者で組織し、地域
の問題点と情報共有、利害関係の把握、解決策の
検討を行うものとして海辺づくり会議を発足
〇舞阪新居 H16.３～
～H20.９（第５回）篠原海岸第６回と同時開催
（侵食対策事業）
今切口の浚渫、新居海岸の養浜
〇浜松五島海岸 H16.５～
～H17.４（第２回）海岸利用に関する内容
〇浜松篠原海岸 H17.11～
～H21.11（第７回）侵食対策事業、対策案の提案
五島海岸と篠原海岸の事業説明
・平成25年度海辺づくり会議（第２回）
浜松市沿岸地域防潮堤整備、
浜松五島海岸、浜松篠原海岸の侵食対策



３－３ 中間とりまとめの作成状況
（2）沿岸全体での整理 緊急的対策の実施における配慮事項への対応状況④

＜緊急的対策の実施における配慮事項＞
 ４ 遠州灘沿岸全域を俯瞰し、天竜川及び沿岸全体にわたる流出土砂及び沿岸漂砂のバランスを考慮し必要に応じて

ダム管理者や愛知県など広く関係機関と調整を図ること。

【対応状況】
• 砂浜の保全・回復を図るため、河道の掘削を国土交通省が、ダム貯水池の掘削を電源開発(株)が実施し、

その掘削土砂を活用した海岸への養浜を実施している。
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海岸別養浜実施量 供給源別養浜実施量

（年） （年）

2021年５月2021年12月
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３－３ 中間とりまとめの作成状況
（2）沿岸全体での整理 緊急的対策の実施における配慮事項への対応状況⑤

＜緊急的対策の実施における配慮事項＞
 ５ 構造物については離岸堤を中心に更に詳細に検討すること。

天
竜
川

天竜川西側

浜松五島海岸

浜松篠原海岸 浜名湖今切口

（浜名港海岸～新居海岸）

本委員会でシミュレーションを用
いて検討した範囲

計画量
養浜５万m3/年
離岸堤３基

計画量
養浜３万m3/年
突堤１基

サンドレイズ実施

馬
込
川

今
切
口

これまでの検討

天竜川東側

天
竜
川

御前崎海岸
福田漁港ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽｼｽﾃﾑ
（福田漁港海岸～浅羽海岸） 竜洋海岸

計画量
サンドバイパス８万m3/年

計画量
養浜４万m3/年
離岸堤嵩下げ５基
離岸堤新設１基

侵食対策検討

太
田
川

新
野
川

【対応状況】
• 浜松篠原海岸では、養浜と合わせて漂砂制御施設を検討。離岸堤や突堤等について海浜変形予測シミュ

レーションの結果等による総合評価を実施し離岸堤を選定。浜松五島海岸・竜洋海岸も同様の検討を実施。

82



←目標浜幅

※浜幅：護岸位置もしくは保安林前縁位置からの距離
0 5 10 15 20 25 30

沿岸方向距離 X(km)

３－３ 中間とりまとめの作成状況
（2）沿岸全体での整理 対策前後の侵食状況の変化（天竜川西側）

■対策開始前：1962(S37)年11月～2005(H17)年１月（42年間）の汀線変化

離岸堤,消波堤整備

1962（S37)年11月-2005（H17)年１月

2005（H17)年１月-2021（R3)年８,９月

養浜 5.7万ｍ3

（H21,22，
天竜川河道ほか）

養浜 17.7万ｍ3

（H16～R3.6，
天竜川河道ほか）

養浜 11.4万ｍ3

（H17,18,20，
海上運搬・投入）

離岸堤3基整備

養浜 85.9万ｍ3（H18～R3.7，天竜川河道ほか）
95.4万ｍ3（H15～R3.7，天竜川河道ほか）
うち、H28～R2は養浜休止、R3～養浜再開

■対策開始後：2005(H17)年１月～2021(R3)年８,９月（16年間）の汀線変化

■浜幅の沿岸方向分布
0 5 10 15 20 25 30

沿岸方向距離 X(km)

0 5 10 15 20 25 30
沿岸方向距離 X(km)
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養浜実績の緑字は養浜の供給源を示す

離岸堤3基整備

突堤整備

浜松五島海岸 浜松篠原海岸 舞阪海岸 浜名港海岸 新居海岸 湖西海岸

対策の
効果

・侵食対策を実施中
により、汀線を維持

・緊急的対策の実施により馬込川～離岸堤背後の汀線が前進し、全域
で目標浜幅を確保

・対策前は汀線が200m以上後退し、対策後は50～100m以上前進した

―
（全域で浜幅100m以上確保）

・養浜と東側からの漂砂の
流入により汀線は前進

―
（安定傾向）

• 緊急的対策の実施により、浜松篠原海岸では汀線が大きく前進し目標浜幅の確保を達成した。また、新居海岸では養浜等に
より汀線が維持・回復し、浜松五島海岸では養浜等を継続的に実施したことで汀線を維持している状況に改善された。

浜松篠原海岸の目標浜幅の回復や新居海岸の汀線の維持・回復により、全体として目標浜幅が概ね確保された状況である。



1962（S37)年11月-2005（H17)年１月

051015202530
沿岸方向距離 X(km)

3540

離岸堤
5基整備突堤

導流堤導流堤

防波堤

■対策開始前：1962(S37)年11月～2005(H17)年１月（42年間）の汀線変化
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←目標浜幅

※浜幅：護岸位置もしくは保安林前縁位置からの距離

■浜幅の沿岸方向分布

砂浜些少 051015202530

沿岸方向距離 X(km)

3540

砂浜消失砂浜消失

御前崎 浜岡 大浜 大須賀 浅羽 福田漁港 福田 磐田 竜洋

対策の
効果

・汀線後退傾向のため、
侵食対策の養浜を実
施中

―
（新野川～筬川
間で汀線後退）

―
（全域で砂浜幅50m以
上を確保）

・汀線後退傾向のため、侵
食対策のサンドバイパス
養浜を実施中

ー
（福田漁港防波堤
西側で堆積傾向）

･侵食対策を実施中により、
離岸堤背後で汀線前進、
離岸堤間の砂浜幅を維持

３－３ 中間とりまとめの作成状況
（2）沿岸全体での整理 対策前後の侵食状況の変化（天竜川東側）

2005（H17)年１月-2021（R3)年７,８,９月

■対策開始後：2005(H17)年1月～2021(R3)年７,８,９月（16年間）の汀線変化

051015202530
沿岸方向距離 X(km)

3540

養浜 17.1万m3

（H19～R3.7，浜岡原発，ﾏﾘﾝﾊﾟｰｸほか）
福田漁港SBS養浜 38.7万m3

（H25-R2）

養浜 36.2万m3

（H21～R2，天竜川河
道ほか）

養浜 18.1万m3（H17～24，福田漁港浚渫ほか）
151.8万m3（S56～24，福田漁港浚渫ほか）

養浜実績の緑字は養浜の供給源を示す

養浜 1.2万m3（R1～R3.6，福田漁港浚渫,太田川浚渫）

養浜 1.4万m3

（R1～2，自転車道・
保安林堆積土砂）

離岸堤
1基整備

84
• 侵食が著しい竜洋海岸や浅羽海岸では養浜やサンドバイパスによる漂砂の連続性の確保を目指した侵食対策を実施中であり、

浜幅の維持・回復を図っている状況である。また、御前崎海岸では養浜による対策を実施中である。



３－３ 中間とりまとめの作成状況
（3）個別海岸の整理（浜松篠原海岸） これまでの検討内容

開催年月日 主な検討内容 備考

第１回（平成16年６月25日）

天
竜
川
以
西

天竜川西側区間の侵食問題の把握 遠州灘沿岸海岸保全基本計画策定（H15.7）

第２回（平成16年10月21日） 侵食の原因と県の対策の取り組み紹介

第３回（平成17年６月９日） 各地先海岸の侵食状況と平成17年度事業

第４回（平成17年９月14日） ・遠州灘沿岸侵食対策についての緊急提言（第５回）
・浜松篠原海岸の侵食対策工法の検討
・今切口-新居海岸サンドバイパス検討
・モニタリング結果報告

天竜川ダム再編事業環境検討委員会設立（H18.7）

第５回（平成17年12月15日）

第６回（平成18年７月14日）

第７回（平成18年９月20日）

第８回（平成19年３月６日）

第９回（平成19年８月８日）

県
境
～
御
前
崎

遠州灘全域の侵食問題の把握

第10回（平成20年２月８日） 天竜川東側のブロック毎の問題点検討、モニタリング結果報告

第11回（平成20年７月16日） 竜洋海岸の侵食対策工法の検討

第12回（平成21年９月14日） ・浜松篠原海岸の補助事業について（今後の課題）
・天竜川の河道掘削土砂を活用した養浜の実施方針

天竜水系河川整備計画策定（H21.7）

第13回（平成22年９月10日） ・浜松篠原海岸の評価と今後
・遠州灘沿岸海岸保全マニュアル（案）

東日本大震災（H23.3.11）

第14回（平成24年３月22日）

県
境
～
相
良
海
岸

・台風15号来襲後の海岸の状況、漂砂調査結果など
・緊急の課題がある海岸の課題と方向性

第15回（平成25年４月23日） ・浜松五島海岸（河口部）の侵食対策方針
・御前崎海岸の侵食メカニズム

浜松市沿岸域防潮堤建設開始（H25～）
静岡県地震・津波対策アクションプログラム2013
（H25.11）

第16回（平成26年１月９日） ・御前崎海岸の侵食メカニズムと対策の方向性
・浜松五島海岸の突堤設計について

福田漁港サンドバイパスシステム試験運転開始
（H26.2）

第17回（平成26年６月３日） ・御前崎海岸の侵食対策
・浜松篠原海岸の養浜検証
・福田漁港・浅羽海岸サンドバイパスシステムのモニタリング

第18回（平成27年３月13日） ・浜松篠原海岸の養浜計画検証
・福田漁港・浅羽海岸サンドバイパスシステムのモニタリング

第19回（平成28年１月19日） ・浜松篠原海岸侵食対策の今後の方針

第20回（平成28年10月18日） ・浜松篠原海岸の追加検討
・遠州灘沿岸の長期的対策

第21回（平成30年７月26日） ・侵食状況の評価方法の改善
・遠州灘沿岸の長期的対策の検討（天竜川東側）

天竜川流砂系総合土砂管理計画(第一版)策定
（H30.3）

第22回（平成31年３月19日） ・台風による海岸への影響と対応（浜松五島海岸、竜洋海岸）
・遠州灘沿岸の長期的対策の検討（天竜川西側）

第23回（令和2年７月31日） ・台風による海岸への影響と対応（竜洋海岸、浅羽海岸、浜松篠原海岸）
・遠州灘沿岸の長期的対策の検討（海岸保全上、天竜川に期待する供給土砂量の検討）

浜松市沿岸域防潮堤本体工事竣工（R2.3）

第24回（令和3年３月25日） ・浜松篠原海岸の対策方針
・長期的な海岸保全に向けた総合的土砂管理の推進

※浜松篠原海岸の検討部分を青字で示す

「①経緯」

「②緊急対策計画」

「③予測と実態」
（緊急対策期間前半）

「④予測と実態」
（緊急対策期間後半）

「⑤緊急対策完了時点
の今後の方針」

「⑥現状の課題
と今後の方針」
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３－３ 中間とりまとめの作成状況
（3）個別海岸の整理（浜松篠原海岸） 【①経緯】 86

【侵食の進行】
・空中写真による昭和57年当時の砂浜幅と比較すると約150m程度侵食。

海岸保全区域

中田島砂丘廃棄物埋立範囲 平成16年1月

馬

込

川

昭和57年当時の汀線

約150mの汀線後退

ゴミ流出箇所

中田島砂丘廃棄物埋立範囲 昭和57年1月

海岸保全区域

馬

込

川

昭和57年当時の汀線

図 空中写真による汀線の変遷（中田島砂丘周辺）

■中田島の侵食被害の実態（第１回委員会資料）
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【目標浜幅の設定】
・背後地の安全上最低限確保したい浜幅を設定した。

保安林保全施設等は汀線の短期変動量相当の30mの砂浜確保、
中田島砂丘前面は現状の砂浜形状を維持するため、現状浜幅＋短期変動量=75mに設定

堤防 海岸林など

海

砂 浜

防護ライン

ゴミ埋立
箇所

中田島砂丘 保安林保全施設

利用面からの砂浜幅：約100ｍ

100ｍ

環境面からの砂浜幅：約100ｍ

砂丘
30ｍ 30ｍ75ｍ

背後地の安全上最低限確保したい浜幅

■目標浜幅（第６回委員会資料）
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【侵食対策計画（10年間の緊急的対策：H18～H27）】
• 離岸堤、人工リーフ、突堤の防護面等の比較検討から離岸堤３基の計画とした。
• 離岸堤３基の設置位置・順序・構造形式を検討し、平成19年度に施工を開始。
• 侵食対策事業内容（平成18年度～22年度、離岸堤３基、養浜20万m3）

〇10年後の予測浜幅（離岸堤３基＋養浜）
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・防護面からは最も信頼できる工法
である。
・環境・利用・施工においても特に
大きな障害となるようなことはない。

・消波機能は離岸堤と同等。
・天端上で強い岸向流れが発生することから、離
岸堤と比べその背後の堆砂効果は小さい。
・建設コストが高い。
・施工期間が長いことから緊急的な対応に不適。

・施工性、経済性に優れる。
・沖向きの砂移動に対する制御効果は
ない。
・高波浪時の短期変動侵食量が大き
い。

○ × △

■緊急対策計画（第７回委員会資料）
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【離岸堤施工中の評価】
• ３基目施工中段階での浜幅の予測と実測との比較を実施。計画量以上の養浜などにより、対策前に比べて

予測以上に汀線が前進し、目標浜幅を確保している。
• 養浜と離岸堤による海岸保全対策は、着実に汀線の前進が図られ、海岸保全に効果的である。
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２号(H19)

２号離岸堤設置２年後
(H22年３月予測汀線)

目標浜幅

上手側への
堆積効果

H22年１月汀線

下手側への
侵食影響

１号(H20)

モニタリングで注意する箇所

H21年１月汀線

１年目２号→２年目１号→３年目３号

図 離岸堤設置順序の検討シミュレーション結果と空中写真解析結果の重ね合わせ

３号(H21-22)

対策前（計算初期汀線）
(H17年１月汀線)養浜

区間

※等深線変化モデルに
よる予測計算結果
→第８回委員会資料

３号離岸堤下手側で汀線後退が見
られるが、砂浜幅100m程度有する

■これまでの対策効果（現状の砂浜幅）（第13回委員会資料）
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90

汀線変化（50年間）

砂浜幅変化（50年間）

図 予測結果（ケース２：現計画中止）

【養浜検証】
• 現計画継続時は、砂浜幅は50年後まで目標浜幅以上を維持できる（省略）。
• 養浜を中止した場合は、30年後には中田島砂丘前面のエリアで目標浜幅を維持できない

（⇒これまでの対策実施により、30年後までの期間は目標浜幅が確保される）。

■検討結果（第18回委員会資料）
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【緊急的対策の評価 （平成26年12月時点）】
・緊急的対策を忠実に実施し、必要浜幅を達成。

■緊急的対策の評価（第19回委員会資料）
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【侵食対策の実施内容（養浜事業の再開）】
• 2016(H28)年より休止していた年間５万m3/年の養浜事業を再開する。

【養浜量について】

• 既往の地形変化状況から、侵食域での汀線維持に向けて養浜5万m3/年を実施する。

• 海岸侵食が進行しているため、土砂が確保できる場合は計画量以上の養浜を行い、海浜の維持を目指す。

【養浜場所について】

• 養浜の実施位置は従来通り馬込川右岸を基本とする。

• 3号離岸堤下手では近年侵食が進んでいることから、地形変化状況を注視する。状況によっては3号離岸堤周
辺での養浜実施を検討する。

【養浜材の粒径について】

• より多くの養浜が可能となる、河道掘削土砂による養浜を基本とする。ただし、篩分けを実施し、大きな礫
は除去するように努める。また、ダム管理者と調整して、ダム貯水池に堆積している細砂の確保に努める。
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養浜の実施 地形変化状況
を注視

■養浜の実施内容（第24回委員会資料）
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【養浜再開後の計画養浜量と長期予測シミュレーションでの必要養浜量の確認】
• 令和３年度に再開した養浜の計画量５万m3/年は、汀線位置を維持していくために設定されており、養浜休
止以降の前浜の土砂変化量（侵食量）4.8万m3/年を補うための養浜量として設定された計画量である。

• 長期的対策検討における予測シミュレーションでは、100年後まで目標浜幅が確保できる必要養浜量が6.5
万m3/年として示している。別ケースの養浜量５万m3/年の場合は、10年後までは目標浜幅を確保できるが
30年後までの間に目標浜幅が不足する結果となっている。

⇒予測計算に従うと現計画養浜量では不足する見込みであるため、養浜再開後のモニタリングを実施した上
で、計画見直しの検討を実施する必要がある。

■遠州灘沿岸の長期的対策の検討（天竜川の河川対策ありの供給土砂量による予測計算結果）（第23回委員会資料）
河口からの供給土砂量：35.2万m3/年 （西側海岸への供給土砂量：15.0万m3/年)

※佐久間ダム直下に26万m3の置砂(うち砂12万m3)、秋葉ダムはスルーシング、下流河道で砂利掘削12万m3+維持掘削5万m3を今後実施した場合

（天竜川総合土砂管理計画【第一版】で位置付けられた対策）
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・浜松篠原海岸に6.5万m3/年の養浜を実施したとき、
全域で100年後まで目標浜幅を確保できる。
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・浜松篠原海岸に５万m3/年の養浜を実施したとき、10年後まで
目標浜幅を確保できるが、30年後までの間に浜幅が不足する。

（※長期目標未達成のため、第23回委員会資料には掲載していない）


